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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

1. 開催データ

会期｜2022年3月19日（土）～6月6日（月）
開催日数｜69日間
会場｜ホワイトキューブ、ブラックキューブ
観覧料｜一般800円（700円）、小・中・高校・大
学生100円（80円）
※（　）は20名以上の団体料金
※未就学児、八戸市内及び近隣町村（三戸町、五戸
町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）の
小・中学生は無料

※市内の65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの
方とその付添い者1名は半額

※民間駐車場利用の場合、運転手1名分について団
体割引適用

※フリーパス「かおパス」　一般1 ,200円、小中高
校・大学生150円、65歳以上・障がい者手帳をお
持ちの方600円

入場者数｜5,005人
※2021年度＝578人、2022年度＝4,427人

図録｜B5、88頁
編集：篠原英里・平井真里、執筆：篠原英里、デ
ザイン：佐々木遊（東北のデザイン社）、発行日：
2022年3月19日（土）、発行：八戸市美術館
ポスター｜B2
デザイン：佐々木遊（東北のデザイン社）
チラシ｜A4、2頁
デザイン：佐々木遊（東北のデザイン社）
ハンドアウト｜A3、2頁（作品リストおよび展示マッ
プ）

主催｜八戸市美術館
協力｜八戸市博物館、八戸市埋蔵文化財セン
ター是川縄文館
後援｜NHK青森放送局、青森放送、青森テレビ、
青森朝日放送、八戸テレビ、デーリー東北新聞
社、東奥日報社、コミュニティラジオ局BeFM

展示作家｜池田恭三、石橋宏一郎、石橋忠三郎、
今川和男、岩織治、宇山博明、大久保景造、久保
田政子、小島悳次郎、佐々木泰南、島岡達三、月
舘れい、東郷青児、豊島弘尚、名久井由蔵、七尾

持続するモノガタリ̶語る・繋がる・育む
八戸市美術館コレクションから

英鳳、西村健次郎、橋本雪蕉、八戸市立鮫中学
校版画グループ、八戸市立湊中学校養護学級生
徒、樋口猛彦、福勢喜一、福田剛三郎、福田寛、
松村外次郎、棟方志功、村井芳流、和井田要、渡
辺貞一

会場構成｜佐藤慎也
映像撮影編集｜神智
広報物デザイン｜佐々木遊（東北のデザイン社）
担当学芸員｜篠原英里、平井真里、山田泰子

2. 事業内容

約5年ぶりの収蔵作品展。作品（モノ）が語ること
と、人が作品を語ることの2つの意味での「モノガ
タリ」の持続をテーマにした。八戸市美術館のコ
レクション約3千点および八戸市博物館と八戸市
埋蔵文化財センター是川縄文館の資料から、約
110点を3章構成で展示した。
　第1章「歴史をモノガタル－コレクションの成立」
では、八戸市全体のコレクションから、美術館の
コレクションの歴史を辿り、新しい美術館の背景
や時間的な奥行きを紹介した。
　第2章「土地をモノガタル」では、八戸市の風景
や暮らし、民俗を描いた、土地を物語る作品を中
心に展示。
　最後に第3章「交流をモノガタル」では、八戸に
おける人と人の繋がり、作家たちの交流のモノガ
タリを紹介した。
　さらに、本展のために撮り下ろした作家・関係
者へのインタビュー映像を、会場内の各章で上
映。この映像は、作品鑑賞を助けると共に、貴重
な記録資料となった。加えて、モノガタリカードや
篠原部屋などの、美術館スタッフと鑑賞者とのコ
ミュニケーションを促進する仕掛けを設置した。
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

3. 関連イベント

「持続するモノガタリ」オープニングイベント－
zodiac nova,pop-machine ＆ contemporary 
system　音楽ライブ
開催日｜2022年3月19日（土）11:30～12:30
出演｜ zodiac nova, pop-machine＆ con-
temporary system
参加者数｜約50人
内容｜「持続するモノガタリ」の開催を記念して、
地元を中心に活躍するデュオユニットのライブを
開催。

茶会with静寂
開催日｜2022年3月27日（日）15:00～16:00
ゲスト｜福田宗和
参加料｜500円
参加者数｜29人
内容｜福田剛三郎《静寂》のモデルをつとめた福
田宗和が、《静寂》の前でお茶を点て、参加者を
もてなした。

鑑賞クラブ「木夕」
開催日｜（1）2022年3月31日（木）　（2）4月14日
（木）　（3）4月28日（木）　（4）5月12日（木）　（5）

5月26日（木）　各回18:00～18:45
参加者数｜（1）3人　（2）5人　（3）7人　（4）2人　
（5）6人
内容｜木曜夕方のクラブ活動。作品を1点選び、
集まったみんなで楽しくおしゃべり鑑賞。

アーティストトーク
開催日｜（1）2022年4月24日（日）　（2）5月22日
（日）　各回11:00～12:00
ゲスト｜（1）石橋忠三郎　（2）今川和男
参加者数｜（1）25人　（2）27人
内容｜アーティストが自身の展示作品を語るトー
クイベント。

ギャラリートーク
開催日｜（1）2022年4月9日（土）　（2）5月8日
（日）　（3）6月5日（日）　各回14:00～15:00
参加者数｜（1）17人　（2）8人　（3）25人
学芸員が展覧会の見どころを語るトークイベン
ト。

4. 主なメディア掲載

新聞｜
・新美術新聞、篠原英里「【寄稿】持続するモノ
ガタリ―語る・繋がる・育む　八戸市美術館コ
レクションから／再開館後初のコレクション展」
2022年3月11日号
・デーリー東北「美術のミカタ／【24】収蔵品紹
介 福田剛三郎「静寂」／多くの“モノガタリ”秘
め」2022年3月17日
・東奥日報「八戸を知る 103点の物語／市美術館
企画展 きょう開幕」2022年3月19日
・デーリー東北「収蔵品の「物語」ひもとく／5年
ぶり、前後期計138点展示／八戸市美術館 きょ
うからコレクション展」2022年3月19日
・東奥日報、鷲田めるろ「鷲田めるろの青森アー
ト探訪／コレクションの展示方法／支える市民
の思い反映」2022年4月7日
・デーリー東北「造形家石橋さん出展作解説／
ガラス作品に込めた心情／市美術館企画展で
アーティストトーク」2022年4月30日
・東奥日報「作家・石橋さん　市美術館でトーク/
ガラス造形　音楽と一緒」2022年5月11日

WEB｜
・オンライン美術手帖、藤田直哉「地域に根ざ
す青森5館／「百姓」としての美術館̶̶八戸
市美術館を巡って」2022年3月31日（https://
bijutsutecho.com/magazin/series/s48/25403）

・artscape、 篠原英里「キュレーターズノート
／対話の生まれる展示室から継承されるも
の̶ 「̶持続するモノガタリ―語る・繋がる・
育む 八戸市美術館コレクションから」の実践」
2022年5月15日（https://artscape.jp/report/
curator/10176025_1634.html）
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

5. 出品作品・資料

作者名 作品・資料名（所蔵） 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

西町屋文書 本箱第五号
（八戸市博物館蔵） 江戸時代 60.0×25.2×34.0

『阿弥陀経和談抄』
（八戸市博物館蔵）

貞享2年
（1685）

必夢『因果説法 發願迴向文鼓吹』
（八戸市博物館蔵）

元禄8年
（1695）

是川考古館パンフレット
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵） 18.0×11.0

八戸市歴史民俗資料館パンフレット・チ
ケット
（八戸市博物館・八戸市埋蔵文化財センター是
川縄文館蔵）

25.6×18.3

八戸市縄文学習館パンフレット
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵） 17.4×14.0

鉢形土器
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵）

縄文時代
晩期 7.9×11.4

皿形土器
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵）

縄文時代
晩期 5.5×22.5

皿形土器
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵）

縄文時代
晩期 7.8×23.4

注口土器
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵）

縄文時代
晩期 5.5×14.2

是川発掘写真
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵）

1924年
2月 11.4×15.6

出土品写真（5号164）
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵） 不詳 10.6×15.5

八戸市寄贈 感謝状贈呈時写真
（八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館蔵） 1961 13.0×18.0

伊万里地図絵大皿
（八戸市博物館蔵） 江戸時代 48.0×8.3

高村光雲 聖観音像
（八戸市博物館蔵） 昭和時代 40.5×12.0×12.0

唐草南部鶴紋蒔絵楾
（八戸市蔵）

江戸時代
後期 20.8×30.0×21.5

唐草南部鶴紋蒔絵御歯黒箱
（八戸市蔵）

江戸時代
後期 18.1×14.2×17.0

竹鶏文様蒔絵文台
（八戸市博物館蔵） 江戸時代 13.5×57.4×33.2

スクラップブック「文化財No.1 19号13」
（八戸市博物館蔵） 29.7×21.0

スクラップブック「文化財No.2 19号12」
（八戸市博物館蔵） 29.7×21.0

八戸市博物館整備中写真
（八戸市博物館蔵）

1982年
12月24日

アルバム「八戸市博物館開館式 1983.7.15」
（八戸市博物館蔵）

宇山博明 是川作品群　001～015 1976 キャンバス、油彩 31.8×40.9

渡辺貞一 壷Ⅰ 1969 キャンバス、油彩 30.0×22.5

渡辺貞一 極光Ⅲ（モヨロ記） 1970 キャンバス、油彩 150.0×162.0

島岡達三 地釉象嵌縄文壷 不詳 陶器 径33.1、高30.9

旧八戸市美術館写真 1986年
12月頃
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作者名 作品・資料名（所蔵） 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

旧八戸市美術館開館式写真 1986年
11月21日

栗村和弘「月曜随感ハコ、モノ、ヒト・・・
3拍子」『東奥日報』

1992年
3月16日

「美術館にブロンズ像　八戸一葉会創立
25周年記念し寄贈」『デーリー東北』

1988年
11月9日

「松村外次郎作の「蓬瀬」　婦人団体一葉
会が寄贈」『東奥日報』

1988年
11月10日

松村外次郎 蓬瀬 1956 ブロンズ 高165.0

作者不詳 黒地草花文大島紬着物 不詳

小島悳次郎 型絵染芥子地雀文着物 不詳

小島悳次郎 白縮緬地異国文型絵染帯 不詳

東郷青児 女と白鳥 不詳 キャンバス、油彩 162.1×130.3

岩織治 花あし灯 不詳 キャンバス、油彩 40.9×27.3

久保田政子 鈴木継男肖像画 不詳 キャンバス、油彩 73.0×61.0

「鈴木八戸ガス会長が八戸市に寄贈」
『デーリー東北』

1999年
3月25日

「40年の収集作品八戸市に寄贈」
『東奥日報』

1999年
3月27日

月舘れい 青い実のある静物 1979 キャンバス、油彩 60.0×72.7

月舘れい 風景と白いテーブル 1982 キャンバス、油彩 72.7×91.0

豊島弘尚 オーロラ群島Ⅰ 1989 キャンバス、油彩 193.9×130.3

豊島弘尚 オーロラ群島Ⅱ 1989 キャンバス、油彩 193.9×130.3

樋口猛彦 中居林より長者の森を望む 不詳 紙、鉛筆 17.7×25.0

樋口猛彦 三八城公園 不詳 紙、鉛筆 12.4×17.5

樋口猛彦 三八城公園にて 不詳 紙、鉛筆 18.0×12.5

樋口猛彦 おでんや　三八城公園入口にて 不詳 紙、鉛筆　 18.0×12.5

樋口猛彦 長根スケートリンクにて 1976 紙、鉛筆・水彩 22.2×14.0

樋口猛彦 道路工事　八高前にて 1975 紙、鉛筆・水彩 26.5×21.5

樋口猛彦 街並 1969 紙、水彩 24.5×35.0

樋口猛彦 ビルディング 1949 紙、水彩 17.7×27.7

西村健次郎 種差海岸の景 1937 キャンバス、油彩 37.7×45.8

福田寛 蕪島 不詳 キャンバス、油彩 80.3×100.0

福勢喜一 浜の子ども 不詳 キャンバス、油彩 42.6×79.0

名久井由蔵 鮫の港 1969 板、油彩 41.0×32.0

石橋忠三郎 浸食 1991 ガラス 高48.5、径25.0

石橋忠三郎 しぶき氷 1994 ガラス 70.0×60.0×10.0

石橋忠三郎 しぶき氷　早春 1994 ガラス 50.0×50.0×8.0

今川和男 潤沃 1986 キャンバス、油彩 112.3×224.7

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 漁夫の話をきく少年たち 1958 紙、木版 45.4×30.8
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作者名 作品・資料名（所蔵） 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 酒を飲む漁夫 1958 紙、木版 45.9×30.4

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 叫ぶ漁夫 1958 紙、木版 30.4×45.9

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 船ゆうれい 1958 紙、木版 30.3×46.0

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 大漁をよろこぶ 1958 紙、木版 46.0×30.4

八戸市立鮫中学校
版画グループ 海の物語 海を流れてきた仏像 1958 紙、木版 46.0×30.4

石橋宏一郎 北国の市場Ⅱ 1964 キャンバス、油彩 130.5×162.1

石橋宏一郎 いさばかが 1949 キャンバス、油彩 162.0×130.8

池田恭三 漁婦と燈台Ⅰ 1973 キャンバス、油彩 118.6×92.8

樋口猛彦 アブラメ 1982 紙、水彩 31.2×40.7

樋口猛彦 ウバガレイ 1982 紙、水彩 32.0×41.0

樋口猛彦 カラカラ干しのタラ 1982 紙、水彩 26.7×38.0

樋口猛彦 ホヤ 1982 紙、水彩 24.0×27.0

石橋宏一郎 青い北国（馬力大会） 1974 キャンバス、油彩 162.1×130.3

大久保景造 馬と 不詳 キャンバス、油彩 38.0×45.7

久保田政子 馬曼陀羅 1985 キャンバス、油彩 150.0×150.0

久保田政子 祝い唄 不詳 キャンバス、油彩 72.7×60.6

久保田政子 むかしむかし・下 1967 キャンバス、油彩 91.2×116.7

池田恭三 いたこ（A） 1974 キャンバス、油彩 116.7×91.2

豊島弘尚 墓獅子舞Ａ 1968 キャンバス、油彩 259.1×193.9

橋本雪蕉 名花十二客図屏風 1876 絹本着色 各隻169.8×382.2

月報誌『野の花』
第二巻第十一集神無月の巻 1904 29.3×46.5×0.7

福田剛三郎 静寂 1933 キャンバス、油彩 45.5×38.0

七尾英鳳 十和田湖春秋 1922 紙本着色 各隻149.0×352.0

七尾英鳳 花鳥十二ヶ月図 1922 紙本着色 各隻174.0×372.0

福田寛 Ｔ嬢の像 1930 キャンバス、油彩 100.0×80.3

福勢喜一 初秋の奥入瀬 不詳 キャンバス、油彩 91.0×116.7

西村健次郎 静物 1948 キャンバス、油彩 53.1×65.2

棟方志功 波乗菩薩の柵 1974 紙、木版・彩色 52.0×41.3

棟方志功 倭桜の柵 不詳 紙、木版・彩色 45.1×32.2

棟方志功 鯉韻の柵 不詳 紙、木版・彩色 16.3×17.6

棟方志功 弘仁の柵 1961 紙、木版・彩色 33.7×25.5

渡辺貞一 東方の泉 1965 キャンバス、油彩 96.0×129.5

名久井由蔵 花見の宴 1969 板、油彩 162.5×112.1

五玄会第1回展写真 1953年
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

作者名 作品・資料名（所蔵） 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

樋口猛彦 自画像 1982 紙、パステル 38.4×27.2

樋口猛彦 秋 1974 紙、水彩・コンテ 42.2×36.0

佐々木泰南 盧山煙雨 1979 紙、墨 137.0×271.0

佐々木泰南 盧山煙雨浙江湖 1986 紙、墨 132.0×267.7

佐々木泰南 李白詩　夜泊牛渚懐古 1927 紙、墨 173.0×65.7

佐々木泰南 七言対聯 1928 紙、墨 各189.0×32.0

佐々木泰南 雪 1972 紙、墨 138.8×68.7

佐々木泰南 深雪 1974 紙、墨 133.0×66.8

和井田要 絶壁 1957 キャンバス、油性塗
料 130.0×80.0

和井田要 雲 1961 紙、墨 140.0×70.0

和井田要 飛 1964 キャンバス、油性塗
料 90.0×64.5

和井田要 子供 1953 ガラス、油性塗料 25.6×20.7

和井田要 タイドウ 1952 紙、インク 45.2×67.8

和井田要 詩文原稿「いやだなあ」 不詳 原稿用紙、インク 25.2×35.7

和井田要 詩文原稿「心」 不詳 原稿用紙、インク 25.2×35.7

八戸市立湊中学校
養護学級生徒 虹の上をとぶ船総集編Ⅰ 1975 紙、木版 各100.0×200.0

八戸市立湊中学校
養護学級生徒 虹の上をとぶ船総集編Ⅱ 1976 紙、木版 各100.0×200.0

※所蔵について記載のないものはすべて八戸市美術館蔵
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

6. 開催の様子 

会場風景

《逢瀬》と建築ツアーガイド

ギャラリートーク

今川和男アーティストトーク

学芸員との交流スペース　篠原部屋

モノガタリカード

茶会with静寂

石橋忠三郎アーティストトーク
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
持続するモノガタリ̶語
る・繋がる・育む　八戸市
美術館コレクションから

7. ポスター／チラシ／ハンドアウト

ポスター

チラシ（表裏）



ハンドアウト



ハンドアウト
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ001
「舟越保武展－静謐の中
に佇む」

1. 開催データ

会期｜2022年3月19日（土）～6月20日（月）
※前期：2022年3月19日（土）～5月9日（月）
　後期：2022年5月12日（木）～6月20日（月）
開催日数｜82日間
会場｜コレクションラボ
観覧料｜無料

入場者数｜6,418人
※2021年度＝740人、2022年度＝5,678人

ポストカード｜ハガキ、2頁
ハンドアウト｜A4（作品リスト）

主催｜八戸市美術館
協力｜八戸市立図書館

担当学芸員｜山田泰子

2. 事業内容

日本の戦後具象彫刻の礎を築いた舟越保武。キ
リスト教をテーマとした作品を多く手掛け、それら
は、静謐、端正、精神性といった様々な言葉で形
容された。当館の所蔵するブロンズ彫刻やリトグ
ラフ、デッサンなど全19作品を展示した。あわせ
て、八戸市立図書館の協力のもと、舟越の著作物
も展示し、重厚感溢れる舟越保武の世界を、作家
自身の言葉とともに紹介した。
　当初、3月12日（土）開始予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の影響により、3月19日
（土）の開始となった。

コレクションラボ001　「舟越保武展－静謐の中に佇む」

3. 主なメディア掲載

新聞｜
・デーリー東北「美術のミカタ／【23】舟越保武」　

2022年3月3日
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ001
「舟越保武展－静謐の中
に佇む」

4. 出品作品・資料

作者名 作品・資料名 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

舟越保武 ダミアンの手 1977 ブロンズ 26.5×17.0×10.0

舟越保武 聖マリア・マグダレナ 1984 ブロンズ 48.0×50.0×32.0

舟越保武 原の城（エスキース） 1971 ブロンズ 42.0×14.0×12.0

舟越保武 聖ベロニカ 1977 ブロンズ 36.0×26.0×29.5

舟越保武 聖クララ 1981 ブロンズ 48.0×50.0×25.0

舟越保武 チエコ 1948 ブロンズ 20.0×15.0×17.0

舟越保武 若い女 ＊ 1984 リトグラフ、紙 48.5×37.0

舟越保武 E嬢 ＊ 1984 リトグラフ、紙 42.5×37.0

舟越保武 婦人像 1985 ブロンズ 45.5×44.0×28.0

舟越保武 裸婦 ＊ 1980 鉛筆、紙 40.0×31.0

舟越保武 笛吹き少年 1964 ブロンズ 40.0×11.0×10.0

舟越保武 若き石川啄木 1965 ブロンズ 30.0×18.0×25.0

舟越保武 女の顔 ＊ 1985 木炭、紙 46.0×34.0

舟越保武 女の顔 ＊＊ 1985 エッチング、紙 12.5×10.0

舟越保武 女の顔 ＊＊ 1980 鉛筆、紙 47.0×31.0

舟越保武 「流沙」装画・星群―知られざる外壁 ＊＊ 1977～
1979 木炭、紙 16.5×22.5

舟越保武 「流沙」装画・窓 ＊＊ 1977～
1979 木炭、紙 16.5×22.5

舟越保武 「流沙」装画・河の畔り
―レリーフ・アダムエバ部分 ＊＊ 1977～

1979 木炭、紙 16.5×22.5

舟越保武 聖クララ ＊＊ 1982 リトグラフ、紙 43.5×30.5

舟越保武 『素描　女の顔』講談社
（八戸市立図書館蔵） 1985

舟越保武 『巨岩と花びら 画文集』筑摩書房
（八戸市立図書館蔵） 1983

舟越保武 『石と随想』求龍堂
（八戸市立図書館蔵） 2005

舟越保武 『石の音、石の影』筑摩書房
（八戸市立図書館蔵） ＊＊ 1985

＊は前期展示　＊＊は後期展示
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ001
「舟越保武展－静謐の中
に佇む」

5. 開催の様子 

展覧会風景

6. ポストカード

ポストカード（表裏）



1. 開催データ

開催日｜2022年6月25日（土）8:00～21:00
会場｜ジャイアントルーム
参加料｜無料
　
入場者数｜4,065人

チラシ｜A4、2頁
デザイン：高橋麻衣
ハンドアウト｜A3（フロアマップ・タイムスケジュール・
出演者プロフィール）

デザイン：山崎朋（居間 theater）　

主催｜八戸市美術館、東京藝術大学長島確研究
室
助成｜東京藝大「I LOVE YOU」プロジェクト　
協力｜PARADISE AIR

演出・構成｜居間 theater（東沙織、稲継美保、宮武
亜季、山崎朋）

音楽監督・出演｜大谷能生
インストーラー｜𡈽方大、森純平
イラスト｜きたがわゆう
担当｜山内伶奈

2.事業内容

ジャイアントルームの可能性を探るプロジェクト。
「もの」だけでなく「こと」を生み出す新しいか
たちの美術館として、作品を鑑賞するだけでなく
さまざまな活動が美術館で行われることの一つ
の実践を『「ひと」を含んだ作品』として提示す
ることで、美術館やそのコンセプトをより多くの
市民の方に身近に感じてもらうことを目的として
実施したもの。パフォーマンスプロジェクト「居間 
theater」の演出・構成により、ジャイアントルーム
を不思議な大食堂に見立てて多彩な催しを行っ
た。

3. 実施プログラム

イベント・パフォーマンス
場所｜スタジオ、ジャイアントルーム
内容・出演者｜DJタイム（大谷能生）、カンフー体
操教室（小田桐咲）、パフォーマンス「ジャイアント
ルーム」（大谷能生、森純平、土方大、居間 theater）、
ジャイアントカラオケタイム、ラジオ公開収録 BeFM
「まりなのラジオでおよよよよ～♥」＋ミニライ
ブ（真理奈）、ジャイアントビンゴ！、アイドルライブ
（pacchi）、ベリーダンス（Jasmine）、カンフー演武
（青森・八戸武術クラブ）、クラシック＆ジャズライブ
（Duo Moonshine）、西アフリカ伝統音楽（マリに行
きたい二人）、音楽ライブ（トルホヴォッコ楽団）

飲食ブース
場所｜ジャイアントルーム、マエニワ
出店者｜茶居花（お弁当）、Rira café（クレープ）、
Toshi’s DINER（ホットドッグ）、yummy’s（クロワッ
サン）、55kitchen&DELI（揚げ物）、Café D.cha
（ピザ）、蜜芋屋hana（焼き芋）、Fruits kitchen 
RONRON（パフェ）、清水屋旅館（焼菓子など）、株
式会社金入（三島サイダー）、八戸グランドホテル
（パン）、おべんとうマーケット（市内飲食店によるお
弁当）、TAYORI BAKE（焼菓子、ジェラート）

エルゴン？　パレルゴン！
額縁をつくろうワークショップ
場所｜ジャイアントルーム
参加者数│30人
参加料│500円
内容｜作品（エルゴン）を飾る額縁（パレルゴン）を
テーマに、好きな色と装飾でオリジナルの額縁を
制作。

建築ツアーガイド
内容｜アートファーマーによる館内ガイドを随時実
施。

ジャイアント食堂
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
ジャイアント食堂



館内時報
内容｜市内の環境音、インフォメーション・案内員
など美術館スタッフの声を録音して制作した時報
を放送。
制作｜大谷能生

絵画展示
内容｜八戸市で保有する作品15点を借用し、ジャ
イアントルームに展示。

ジャイアントルーム紹介動画上映「ゆけゆけ！　
ジャイアント！！～ジャイアントルーム探訪編～」
内容｜「ジャイアントルーム」をわかりやすく紹介
する映像を制作し、上映。
音楽｜稲継美保
映像編集｜塩田将也
撮影・録音・制作｜居間theater

4. 主なメディア掲載 

新聞｜
・デーリー東北「八戸市美術館「ジャイアント食
堂」開催　カラオケやビンゴ催し多数」2022年
6月27日
・東奥日報「いつもと違う美術館満喫　「ジャイア
ント食堂」多彩に　キッチンカー、ライブ、ビンゴ
…」2022年7月3日
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
ジャイアント食堂



5. 開催の様子

プロジェクト風景
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
ジャイアント食堂



6. チラシ

チラシ（表裏）
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
ジャイアント食堂



1. 開催データ

会期｜2022年7月2日（土）～8月29日（月）
開催日数｜51日間
会場｜ホワイトキューブ、コレクションラボ1・2、、ブ
ラックキューブ、ジャイアントルーム
観覧料｜一般1 ,000円（800円）、高校・大学生
500円（400円）
※（　）は20名以上の団体料金
※中学生以下は無料
※市内及び近隣町村の65歳以上の方、障がい者手
帳をお持ちの方とその付添い者1名は半額

※民間駐車場利用の場合、運転手1名分について団
体割引適用

※フリーパス「かおパス」設定　一般1,500円

入場者数｜21,062人

主催｜まるごと馬場のぼる展八戸実行委員会（八
戸市美術館、三戸町、株式会社デーリー東北新聞社、
青森朝日放送株式会社、一般財団法人ＶＩＳＩＴはちの
へ）

協力｜コミュニティラジオ局ＢｅＦＭ
後援｜八戸市教育委員会、三戸町教育委員会、
八戸商工会議所、三戸町商工会、三戸町観光協
会、ＮＨＫ青森放送局、株式会社八戸テレビ放送、
青い森鉄道株式会社、岩手県北自動車株式会
社、八戸市私立幼稚園協会

特別協力｜こぐま社
企画協力｜株式会社アドシステム
企画・構成｜真子みほ（練馬区立美術館）、田村由
衣、神谷剛生（刈谷市美術館）、加藤紘章（アドシス
テム）

監修｜関谷裕子、田中普子（こぐま社）

図録｜「まるごと馬場のぼる 描くことは生きるこ
と」25×25㎝、220頁
編集：高橋賢、神谷剛生、執筆：関谷裕子（こぐ
ま社）、神谷剛生（刈谷市美術館）、田村由衣、真子
みほ（練馬区立美術館）、高橋賢、デザイン： 大西
隆介・沼本明希子・椙元勇季（direction Q）、監

まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ ニャゴ！

修：関谷裕子、発行日：2021年8月25日、発行：
株式会社こぐま社
ポスター｜B2
デザイン：松尾由佳（Nica）

チラシ｜A4、2頁
デザイン：松尾由佳（Nica）

ハンドアウト｜A4、4頁（作品リスト）

広報物デザイン｜松尾由佳（Nica）

会場構成｜佐藤慎也、日本大学理工学部佐藤慎
也研究室
映像撮影・編集｜神智
担当学芸員｜田村由衣

2. 事業内容

絵本「11ぴきのねこ」シリーズで知られる漫画家・
馬場のぼる（1927～2001）を様々な側面から紹介
する巡回展を開催。絵本や漫画の原画類、50年
分のスケッチブックなどに加え、漫画に熱中してい
た幼少期や青年期の貴重なノートやイラスト、楽
しみのために制作した絵画や立体作品など474
点を展示。八戸圏域を代表する漫画家・馬場のぼ
るの大型回顧展となり、県内外から多くの来館者
が訪れた展覧会となった。
　また、八戸市内や三戸町への周遊促進のた
め、三戸町が取り組む「11ぴきのねこのまちづく
り」に関わる人々のインタビュー映像の展示をした
り、「11ぴきのねこ」の商品を扱う店舗や、展覧会
会期中に「ねこ」に関するメニューやサービスを
提供する店舗を掲載した八戸市と三戸町の中心
街回遊マップを作成したりするなど、関係機関と
も連携を図った。
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1. 展覧会プロジェクト
̶
まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ
ニャゴ！



3. 関連イベント

講演会「『11ぴきのねこ』と馬場のぼる先生－その
世界を支えたユーモアと故郷・青森－」
開催日｜2022年7月3日（日）13:30～15:00 
ゲスト｜関谷裕子
参加者数｜55人
内容｜こぐま社元編集長の関谷裕子が馬場のぼ
るや作品の世界や背景について講演した。

鑑賞プログラム
「見て、読んで、おしゃべり鑑賞会」
開催日｜（1）2022年7月10日（日）　（2）8月21日
（日）　各回10:30～11:30
参加者数｜（1）3人　（2）3人
内容｜子どもを対象に、楽しくおしゃべりをしなが
ら作品を鑑賞。

11ぴきのねこ写真撮影会
開催日｜2022年7月2日（土）、3日（日）、16日
（土）、17日（日）、18日（月・祝）、30日（土）、31日
（日）、8月27日（土）、28日（日）、29日（月）各日
11:00～、14:00～ 
参加者数｜延べ700人
内容｜11ぴきのねこと写真撮影会を行った。

11ぴきのねこラッピングバスがやってくる
開催日｜2022年7月2日（土）、3日（日）、16日
（土）、17日（日）、18日（月・祝）、23日（土）、24日
（日）、30日（土）、31日（日）、8月6日（土）、7日
（日）、11日（木・祝）、13日（土）、14日（日）、20日
（土）、21日（日）、27日（土）、28日（日） 
内容｜岩手県北バス「11ぴきのねこラッピングバ
ス」を美術館の広場に展示。

4. 主なメディア掲載

新聞｜
・デーリー東北「八戸市美術館巡回展あす開幕　
馬場のぼるさん未発表作品展示／漫画愛デ
ビュー前から」2023年7月1日
・デーリー東北「八戸市美術館／原画やスケッチ

500点　「馬場のぼる展」きょうから」2023年7
月2日
・デーリー東北「馬場のぼるワールド全開／八戸
市美術館　展覧会開幕」2023年7月3日
・デーリー東北、田村由衣「連載①～⑧馬場のぼ
るのりんかく」2023年7月7日、14日、21日、28
日、8月4日、11日、18日、25日
・デーリー東北「ほのぼの作品世界体感／八戸
市美術館「まるごと馬場のぼる展」」2023年7月
10日
・デーリー東北「「11ぴき」に仲間入りだニャー
／市美術館「馬場のぼる展」中心街ツアー」　
2023年8月15日
・デーリー東北「お気に入りの作品は？／市美術
館と小中高連携　4校の児童、生徒交流／「ま
るごと馬場のぼる展」合同鑑賞会」2023年8月
17日
・デーリー東北「馬場のぼる展2万人／渋谷さん
夫妻（八戸）に記念品／八戸市美術館きょう最
終日」2023年8月29日
テレビ｜
・青森朝日放送「ハッピィ」2023年7月2日
・青森朝日放送「とくもり！」2023年7月16日
ラジオ｜
・ビーエフエム「ちょこっと「馬場のぼる展」特集」

2023年7月12日、19日、26日、8月9日、16日、23
日
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1. 展覧会プロジェクト
̶
まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ
ニャゴ！



5. 開催の様子 

展覧会風景

11ぴきのねこ写真撮影会

11ぴきのねこラッピングバスがやってくる 講演会

鑑賞プログラム
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1. 展覧会プロジェクト
̶
まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ
ニャゴ！



6. ポスター／チラシ／ハンドアウト
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1. 展覧会プロジェクト
̶
まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ
ニャゴ！

八戸市美術館公式HP
https://hachinohe-art-museum.jp

開館時間 ● 10:00 ～ 19:00 ［入場は 18:30 まで］　　休館日 ● 火曜日　　
観覧料 ● 一般  1,000円 [800円］  / 高校・大学生  500円 [400円］  / 中学生以下  無料　

※ 八戸市内および近隣町村（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）の 65 歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方とその付添者１名は半額。　※  [ ] 内は 20 名以上の団体料金。　

● フリーパス「かおパス」本展覧会に限り何度でもご覧になれます。 一般  1,500円 / 高校・大学生  750円　※ 詳細とその他割引サービスは公式 HPをご覧ください。
主催 ● まるごと馬場のぼる展八戸実行委員会（八戸市美術館、三戸町、株式会社デーリー東北新聞社、青森朝日放送株式会社、一般財団法人ＶＩＳＩＴはちのへ）　　特別協力 ● こぐま社　
企画協力 ● 株式会社アドシステム　　協力 ● コミュニティラジオ局ＢｅＦＭ　　後援 ● 八戸市教育委員会、三戸町教育委員会、八戸商工会議所、三戸町商工会、三戸町観光協会、ＮＨＫ青森放送局、

株式会社八戸テレビ放送、青い森鉄道株式会社、岩手県北自動車株式会社、八戸市私立幼稚園協会、三戸町教育振興協議会　©Noboru Baba

アクセス ● 電車 東北新幹線「八戸駅」からJR 八戸線「本八戸駅」下車（約10分） → 徒歩（約10分）　
バス 東北新幹線「八戸駅」東口前バス乗り場１番から中心街方面乗車、中心街ターミナル「三日町」または「八日町」下車（約20分） → 徒歩（２分）

※ 一般駐車場はございません（障がい者用２台あり）。

〒031-0031　青森県八戸市大字番町 10-4　TEL：0178-45-8338　FAX：0178-24-4531

※ 八戸市内および近隣町村（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）の 65 歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方とその付添者１名は半額。　※  [ ] 内は 20 名以上の団体料金。　※ 八戸市内および近隣町村（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）の 65 歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方とその付添者１名は半額。　※  [ ] 内は 20 名以上の団体料金。　

●●

馬場
のぼる展

NOBORU BABA RETROSPECTIVE
2022年7月2日 土 8月29日 月

まるごと

描いた つくった 楽しんだ

まるごとまるごと
馬
の

ポスター

チラシ（表裏）
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ハンドアウト



ハンドアウト



1. 開催データ

会期｜2022年9月10日（土）～2023年1月16日
（月）
※前期：2022年9月10日（土）～11月7日（月）
　後期：2022年11月9日（水）～2023年1月16日（月）
開催日数｜109日間
会場｜コレクションラボ1・2
観覧料｜無料

入場者数｜9，809人

ポストカード｜ハガキ、2頁
ハンドアウト｜A4、2頁（作品リストおよび展示マッ
プ）　

主催｜八戸市美術館
協力｜八戸焼昭山窯渡辺陶房、八戸酒類株式会
社

展示作家｜石橋宏一郎、今川和男、久保博孝、左
舘暁、白取善助、高藤義雄、名久井由蔵、樋口猛
彦、福勢喜一、福田剛三郎、渡辺昭山

会場構成｜佐藤慎也
担当学芸員｜平井真里

2. 事業内容

八戸ゆかりの作家による、八戸市の風景が描か
れた収蔵作品を21点展示。
　作家や描かれた風景の紹介とともに、作品の
描かれた背景や、作家の心情を紐解く。また、観
覧者と学芸員で展示作品や展示作家、土地につ
いて感じたことや知っていることを語り合うイベ
ントや、市内地図に地元作家が描いた作品が展
示されているスポット、自分の八戸市内のおすす
めスポットの情報を書き込むマッピングプロジェク
トも併催した。観覧者と美術館がともにコミュニ
ケーションを図りながら、八戸や作家、作品をみ
つめる機会となった。

コレクションラボ002　地をみつめる

3. 関連イベント

地をみつめるマッピング
期間｜2022年9月10日（土）～2023年1月16日
（月）

内容｜展示室入口に貼られた市内地図に、観覧
者が市内スポットの情報を自由に書き込んだ付
箋を貼っていくマッピングプロジェクト。観覧者の
情報は、担当学芸員が展覧会場内の大きな市内
地図に改めて加えていく。展覧会期中に、観覧者
と共に地図を育てていく。
コメント数｜284件

ほろ酔い鑑賞「ほろ8」
開催日｜2022年10月7日（金）、11月4日（金）、12
月2日（金）、2023年1月13日（金）各回19:00～
20:00
ゲスト｜八戸酒類株式会社代表取締役・九代目・
橋本八右衛門（11月4日、12月2日、1月13日）、杜氏・
上井裕文（10月7日）、八戸焼昭山窯渡辺陶房渡
辺真樹（11月4日、1月13日）

参加料｜1,000円
参加者数｜延べ32人
内容｜八戸焼二代窯元である渡辺真樹の制作し
たお猪口で八戸酒類の旬の地酒をいただいた
後、コレクションラボの展示作品を鑑賞。描かれ
た景色について感じたことや思い出を語り合う。
使用したお猪口は持ち帰り可能。

4. 主なメディア掲載

新聞｜
・デーリー東北「収蔵品を独自の切り口で　八戸
市美術館コレクションラボ」2022年9月22日
・デーリー東北「作品も、地酒も堪能　八戸市美
術館　夜の鑑賞会始まる」2022年10月13日
テレビ｜
・八戸テレビ「八戸トピックス　カルチャースポット
はちのへ #2」2022年10月1日

Web｜
・八戸テレビ「八戸トピックス　八戸の風景作品
を展示」
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ002
地をみつめる



5. 出品作品・資料
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ002
地をみつめる 作者名 作品・資料名 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

名久井由蔵 種差海岸 1946 油彩・板 21.7×27.1

久保博孝 種差海岸 不詳 油彩・キャンバス 24.3×41.0

今川和男 朝焼けの蕪島 不詳 油彩・キャンバス 90.9  × 116.7

石橋宏一郎 蕪島 不詳 油彩・キャンバス 45.5×53.0

福田剛三郎 海濱風景 1910 油彩・キャンバス 31.8×41.0

白取善助 八戸港 1989 油彩・キャンバス 45.5×53.0

樋口猛彦 魚市場 ＊ 1975 水彩・紙 32.2×40.5

樋口猛彦 浜っこ ＊＊ 1943 水彩・紙 27.0×24.0

樋口猛彦 ソイ ＊ 1980 水彩・紙 31.8×40.7

樋口猛彦 ゆずと焼きアジ ＊＊ 1982 水彩・紙 24.0×27.0

石橋宏一郎 冬の街 1988 油彩・キャンバス 116.0×91.0

高藤義雄 新井田川漁港 1984 油彩・キャンバス　 37.5×45.5

左舘暁 北の河 1987 油彩・キャンバス 89.4×130.3

福勢喜一 八太郎沼の春 不詳 油彩・キャンバス 24.0×33.5

樋口猛彦 八太郎台場跡 ＊ 不詳 鉛筆・紙 25.0×17.5

樋口猛彦 池 ＊＊ 1963 水彩・紙 18.0×25.8

樋口猛彦 八戸競馬場 ＊ 1947 水彩・紙 24.0×27.0

樋口猛彦 馬力大会 ＊＊ 1973 水彩・紙 31.0×40.3

樋口猛彦 棟方一様宅に友集まる ＊ 1971 水彩・紙 26.2×36.0

樋口猛彦 一本杖ですべる ＊＊ 不詳 水彩・紙 18.3×35.8

渡辺昭山 八戸焼　遊魚文壷 1977 陶器 21.5×24.0×24.0

＊は前期展示　＊＊は後期展示



6. 開催の様子 

展覧会風景

地をみつめるマッピング

ほろ酔い鑑賞「ほろ8」
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ002
地をみつめる



7. ポストカード

ポストカード（表裏）
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ002
地をみつめる



1. 開催データ

会期｜前期展（書道）：2022年9月30日（金）～
10月2日（日）
後期（絵画・工芸、写真）：2022年10月7日（金）
～10月9日（日）
開催時間｜10:00～18:00（最終日は16:00まで）

会場｜ホワイトキューブ、ジャイアントルーム、ギャラ
リー1・2、スタジオ
観覧料｜無料

観覧者数｜5,613人
※前期展：2,568人、後期展：3,045人

主催｜八戸市美術館、八戸市文化協会
後援｜八戸市、八戸市教育委員会、東奥日報社、
デーリー東北新聞社

同時開催｜
第35回八戸市学生書道展｜2022年9月30日
（金）～10月2日（日）10 :00～18 :00（最終日は
15:30まで）

第46回八戸市文化協会生活文化展｜2022年10月
7日（金）～10月9日（日）10:00～18:00（最終日
は16:00まで）

2. 事業内容

八戸市文化協会が長年実施する八戸市美術展
を、八戸市美術館との共催により開催。多彩な
ジャンルの作品が展示されたほか、生活文化展
では会場内でワークショップや体験コーナーが
設置された。また、八戸市美術展、学生書道展で
は、出品作品の公募を行い、会期中に授賞式が
行われた。

第59回　八戸市美術展
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
第59回　八戸市美術展



3. 開催の様子

前期展覧会風景

後期展覧会風景
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
第59回　八戸市美術展



4. ポスター

ポスター
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
第59回　八戸市美術展



1. 開催データ

会期｜2022年10月29日（土）～2023年1月9日
（月・祝）

開催日数｜73日間
会場｜ホワイトキューブ、ブラックキューブ
観覧料｜一般800円（650円）、小・中・高校・大
学生400円（300円）
※（　）は20名以上の団体料金
※11月3日（木・祝）、12月24日（土）は無料デー
※未就学児、八戸市内及び近隣町村（三戸町、五戸
町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）の
小・中学生は無料

※市内及び近隣町村の65歳以上の方、障がい者手
帳をお持ちの方とその付添い者1名は半額

※民間駐車場利用の場合、運転手1名分について団
体割引適用

※17時以降半額
※フリーパス「かおパス」一般1,200円／大学生・専
門学校生600円

入場者数｜6,305人

図録｜A4、176頁
編集：松本知己、テキスト：佐藤時啓、飯沢耕太
郎、伊藤俊治、平野啓一郎、齊藤未来、デザイン：
野村浩、発行：八戸市美術館
ポスター｜B2
デザイン：野村浩
チラシ｜A4、4頁
デザイン：野村浩
ハンドアウト｜A4、4頁（作品リストおよび展示マッ
プ）　デザイン：野村浩

主催｜八戸市美術館
協賛｜株式会社ニコン
協力｜三菱製紙株式会社
後援｜青森朝日放送、青森テレビ、青森放送、コ
ミュニティラジオ局BeFM、デーリー東北新聞社、
東奥日報社、八戸市教育委員会、八戸テレビ
撮影協力｜大平洋金属株式会社、八戸鉱山株式
会社、八戸セメント株式会社

会場構成｜佐藤慎也、日本大学理工学部佐藤慎

佐藤時啓―八戸マジックランタン―

也研究室
広報物デザイン｜野村浩
担当学芸員｜齊藤未来、高橋麻衣

2. 事業内容

本展覧会は八戸市が2015年度から実施している
「写真のまち八戸」事業の一環として実施した展
覧会であり、2016年度からは写真家招聘プロジェ
クトして佐藤時啓を招聘し、八戸市内をリサーチ・
撮影した写真作品を制作、展示した。関連して佐
藤が制作した「リヤカーメラ（リヤカー＋カメラ）」を
アートファーマーが運行するプロジェクトなどを実
施した。
　展示作品は、カメラの原理「カメラオブスクラ」
や、ろうそくなどの光とレンズを使用して絵を投影
する装置「マジックランタン」、前方の景色を手元
に映し出しスケッチの補助器具となる「カメラルチ
ダ」の、カメラにまつわる3つの装置から着想を得
て制作された。特に「マジックランタン」シリーズ
では、漁港の海面に八戸の伝統的な祭りの画像
が映し出され、文化と商業、景観が融合した、八
戸の風土の特徴を1枚の写真で可視化した作品と
なった。
　また、市民写真展やフォトブックを制作するワー
クショップを行った。図録制作に関連して八戸ブッ
クセンターでは「紙から本ができるまで／佐藤時
啓―八戸マジックランタン―展覧会図録ができる
まで」と題して、図録の制作過程や、紙に関する展
示を行うなど、「写真のまち八戸」事業の一区切り
となる包括的な展覧会となった。
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
佐藤時啓
―八戸マジックランタン―



3. 関連プロジェクト＋イベント

アートファーマープロジェクト
「リヤカーメラプロジェクト」
開催日｜2022年9月4日（日）13：00～15：00、
18日（日）13：00～15：00、10月9日（日）10：
00～16：00、11月6日（日）10：00～16：00
参加者数｜11人
内容｜アートファーマーが「リヤカーメラ」を
運行するプロジェクトを実施。リヤカーメラ乗
車イベントに向け、アーティストによるレク
チャーやコース検討、案内物を制作し、アート
ファーマーがリヤカーメラの運行を主体的に
行った。

リヤカーメラに乗ってみよう
開催日｜2022年9月18日（日）10:30～15:00、11
月6日（日）10:30～15:00、12月3日（土）13:00～
13:45、12月18日（日）11:00～12:00、2023年1月7
日（土）11:00～12:00
参加者数｜203人
内容｜リヤカーメラ乗車イベントを、9月18日は市
内八戸公園を会場に、11月6日以降はマエニワや
ジャイアントルームで実施した。

トークイベント
「マジックランタンと八戸ハウス」
開催日｜2022年12月3日（土）14:00～15:00
講師｜佐藤時啓
参加者数｜45人
内容｜展覧会が開催されるまでを振り返るトーク
イベントを実施した。

ワークショップ
「段ボールカメラ」
開催日｜2022年12月4日（日）10:30～15:00
講師｜佐藤時啓
参加者数｜17人
内容｜段ボール箱でピンホールカメラをつくる
ワークショップを実施した。

市民写真展
「八戸フォトマッピング」
開催日｜2022年12月18日（日）～2023年1月9日
（月・祝）

会場｜ギャラリー1・2

出展作家数｜32人
内容｜市民が撮影した写真作品を展示した。

ワークショップ
「八戸フォトブックをつくってみよう」
開催日｜2023年1月8日（日）10:30～15:00
講師｜高田幸枝（八戸フォトジャーニー制作室代表、
写真家）

参加者数｜8人
内容｜フリーペーパー「八戸フォトジャーニー」の
制作者である高田によるトークと、八戸に関連する
フォトブックをつくるワークショップを実施した。

連携企画
「紙から本ができるまで／佐藤時啓―八戸マジッ
クランタン―展覧会図録ができるまで」
開催日｜2022年10月29日（土）～2023年1月9
日（月・祝）
会場｜八戸ブックセンター　ギャラリー
主催｜八戸ブックセンター
内容｜展覧会図録の制作過程を紹介する展覧会
を実施した。

4. 主なメディア掲載

テレビ｜
・八戸テレビ「カルチャースポット八戸　佐藤時啓
―八戸マジックランタン―」2022年12月
ラジオ｜
・BeFM「ゆうらじ八戸　―八戸マジックランタン
―」2022年11月21～25日
雑誌｜
・デジタルカメラマガジン 2022年12月号「佐藤時
啓―八戸マジックランタン―」2022年11月20日

web（動画）｜
・一般社団法人日本国際文化交流協会「フロアレ
クチャーライブ配信　佐藤時啓―八戸マジックラ
ンタン―」2022年11月6日

web（記事）｜
・art scape「キュレーターズノート　佐藤時啓―
八戸マジックランタン―」2022年12月15日
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5. 開催の様子 

展覧会風景

展覧会風景

リヤカーメラに乗ってみよう

ワークショップ「段ボールカメラ」 トークイベント「マジックランタンと八戸ハウス」

市民写真展「八戸フォトマッピング」
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6. ポスター／チラシ／ハンドアウト

ポスター

チラシ（表裏）
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同時開催

紙から本ができるまで / 
佐藤時啓—八戸マジックランタン—展覧会図録ができるまで
会　　期｜2022年10月29日（土）〜2023年1月9日（月・祝）
会　　場｜八戸ブックセンター　ギャラリー
開館時間｜10：00– 20：00　※日・祝は19：00閉館
休 館 日｜毎週火曜日、年末年始（2022年12月29日、30日、31日、2023年1月1日）

佐藤時啓—八戸マジックランタン—
2022年10月29日（土）〜2023年1月9日（月・祝）

主　　催｜八戸市美術館
協　　賛｜株式会社ニコン
協　　力｜三菱製紙株式会社
後　　援｜青森朝日放送、青森テレビ、青森放送、コミュニティラジオ局BeFM、
　　　　デーリー東北新聞社、東奥日報社、八戸市教育委員会、八戸テレビ
撮影協力｜大平洋金属株式会社、八戸鉱山株式会社、八戸セメント株式会社

担当学芸員｜齊藤未来、高橋麻衣
会場構成｜佐藤慎也、日本大学理工学部佐藤慎也研究室
会場グラフィックデザイン｜野村浩

Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern

Date: October 29, 2022 –January 9, 2023

Organizer: Hachinohe Art Museum
Sponsor: Nikon Corporation
Cooperation: Mitsubishi Paper Mills Limited.
Support: Asahi Broadcasting Aomori Co., Ltd., Aomori Television Broadcasting 
Co., Ltd., Radio Aomori Broadcasting, Community RadioBeFM, The Daily 
Tohoku Shimbun, The To-onippo Press, Hachinohe City Board of Education, 
Hachinohe Cable Television Co., Ltd.
Shooting Cooperation: Pacific Metals Co., Ltd., Hachinohe Mining Co.,Ltd., 
Hachinohe Cement Co., Ltd.

Curation: Miki Saito, Mai Takahashi
Exhibition Design: Shinya Satoh, Shinya Satoh Studio, Nihon University 
Graphic Design: Hiroshi Nomura

Related Exhibition

From Paper to Book: 
How the Exhibition Catalogue Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern is Made

Date: October 29, 2022 –January 9, 2023
Venue: Hachinohe Book Center Gallery

［
出
品
リ
ス
ト
］

ホワイトキューブ
White Cube

ブラックキューブ
Black Cube

A 「佐藤時啓—八戸マジックランタン—」撮影ドキュメント  Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern Making Movie

B 「リヤカーメラプロジェクト」ドキュメント  RearCarmera Project Documentary

ハンドアウト
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紙から本ができるまで / 
佐藤時啓—八戸マジックランタン—展覧会図録ができるまで
会　　期｜2022年10月29日（土）〜2023年1月9日（月・祝）
会　　場｜八戸ブックセンター　ギャラリー
開館時間｜10：00– 20：00　※日・祝は19：00閉館
休 館 日｜毎週火曜日、年末年始（2022年12月29日、30日、31日、2023年1月1日）

佐藤時啓—八戸マジックランタン—
2022年10月29日（土）〜2023年1月9日（月・祝）

主　　催｜八戸市美術館
協　　賛｜株式会社ニコン
協　　力｜三菱製紙株式会社
後　　援｜青森朝日放送、青森テレビ、青森放送、コミュニティラジオ局BeFM、
　　　　デーリー東北新聞社、東奥日報社、八戸市教育委員会、八戸テレビ
撮影協力｜大平洋金属株式会社、八戸鉱山株式会社、八戸セメント株式会社

担当学芸員｜齊藤未来、高橋麻衣
会場構成｜佐藤慎也、日本大学理工学部佐藤慎也研究室
会場グラフィックデザイン｜野村浩

Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern

Date: October 29, 2022 –January 9, 2023

Organizer: Hachinohe Art Museum
Sponsor: Nikon Corporation
Cooperation: Mitsubishi Paper Mills Limited.
Support: Asahi Broadcasting Aomori Co., Ltd., Aomori Television Broadcasting 
Co., Ltd., Radio Aomori Broadcasting, Community RadioBeFM, The Daily 
Tohoku Shimbun, The To-onippo Press, Hachinohe City Board of Education, 
Hachinohe Cable Television Co., Ltd.
Shooting Cooperation: Pacific Metals Co., Ltd., Hachinohe Mining Co.,Ltd., 
Hachinohe Cement Co., Ltd.

Curation: Miki Saito, Mai Takahashi
Exhibition Design: Shinya Satoh, Shinya Satoh Studio, Nihon University 
Graphic Design: Hiroshi Nomura

Related Exhibition

From Paper to Book: 
How the Exhibition Catalogue Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern is Made

Date: October 29, 2022 –January 9, 2023
Venue: Hachinohe Book Center Gallery

［
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ホワイトキューブ
White Cube

ブラックキューブ
Black Cube

A 「佐藤時啓—八戸マジックランタン—」撮影ドキュメント  Tokihiro Sato: Hachinohe Magic Lantern Making Movie

B 「リヤカーメラプロジェクト」ドキュメント  RearCarmera Project Documentary

ハンドアウト



No タイトル｜title シリーズ｜series 制作年｜year of production サイズ｜dimensions

1 Sakura on Sakura #19 Camera Lucida 2018 500 × 700
2 Sakura on Sakura #15 Camera Lucida 2018 500 × 700
3 Sakura on Sakura #18 Camera Lucida 2018 500 × 700
4 Sakura on Sakura #23 Camera Lucida 2019 1050 × 1470
5 Sakura on Sakura #11 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
6 Sakura on Sakura #17 Camera Lucida 2018 500 × 700
7 Sakura on Sakura #16 Camera Lucida 2018 500 × 700
8 Sakura on Sakura #21 Camera Lucida 2019 500 × 700
9 Sakura on Sakura #25 Camera Lucida 2019 500 × 700
10 Sakura on Sakura #22 Camera Lucida 2019 500 × 700
11 Sakura on Sakura #20 Camera Lucida 2019 1050 × 1470
12 Sakura on Sakura #9 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
13 Sakura on Sakura #26 Camera Lucida 2019 500 × 700
14 Sakura on Sakura #24 Camera Lucida 2019 500 × 700
15 Sakura on Sakura #5 Camera Lucida 2018 500 × 700
16 Sakura on Sakura #2 Camera Lucida 2018 500 × 700
17 Sakura on Sakura #3 Camera Lucida 2018 500 × 700
18 Sakura on Sakura #10 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
19 Sakura on Sakura #1 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
20 Sakura on Sakura #4 Camera Lucida 2018 500 × 700
21 Sakura on Sakura #7 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
22 Sakura on Sakura #8 Camera Lucida 2018 500 × 700
23 Sakura on Sakura #6 Camera Lucida 2018 500 × 700
24 Sakura on Sakura #12 Camera Lucida 2018 500 × 700
25 Sakura on Sakura #13 Camera Lucida 2018 500 × 700
26 Sakura on Sakura #14 Camera Lucida 2018 500 × 700
27 An Hour Exposure Tanesashi #6 An Hour Exposure 2021 500 × 670
28 An Hour Exposure Tanesashi #7 An Hour Exposure 2021 500 × 670
29 An Hour Exposure Tanesashi #8 An Hour Exposure 2019 1050 × 1403
30 An Hour Exposure Tanesashi #9 An Hour Exposure 2019 500 × 670
31 An Hour Exposure Tanesashi #1 An Hour Exposure 2022 500 × 670
32 An Hour Exposure Tanesashi #2 An Hour Exposure 2022 500 × 670
33 An Hour Exposure Tanesashi #4 An Hour Exposure 2019 500 × 670
34 An Hour Exposure Tanesashi #3 An Hour Exposure 2019 500 × 670
35 An Hour Exposure Tanesashi #5 An Hour Exposure 2019 500 × 670
36 An Hour Exposure Tanesashi #10 An Hour Exposure 2022 500 × 670
37 An Hour Exposure Tanesashi #14 An Hour Exposure 2021 500 × 670
38 An Hour Exposure Tanesashi #11 An Hour Exposure 2022 500 × 670
39 An Hour Exposure Tanesashi #12 An Hour Exposure 2017 500 × 670
40 An Hour Exposure Tanesashi #13 An Hour Exposure 2021 500 × 670
41 An Hour Exposure Tanesashi #15 An Hour Exposure 2021 500 × 670
42 An Hour Exposure Tanesashi #16 An Hour Exposure 2018 1041 × 1391
43 An Hour Exposure Fune #1 An Hour Exposure 2021 1050 × 1403
44 An Hour Exposure Fune #2 An Hour Exposure 2021 500 × 670
45 An Hour Exposure Fune #3 An Hour Exposure 2021 500 × 670
46 An Hour Exposure Fune #4 An Hour Exposure 2017 500 × 670
47 An Hour Exposure Fune #10 An Hour Exposure 2021 1041 × 1391
48 An Hour Exposure Fune #9 An Hour Exposure 2021 500 × 670
49 An Hour Exposure Fune #11 An Hour Exposure 2021 500 × 670
50 An Hour Exposure Fune #12 An Hour Exposure 2021 500 × 670
51 An Hour Exposure Fune #5 An Hour Exposure 2017 500 × 670
52 An Hour Exposure Fune #6 An Hour Exposure 2017 500 × 670
53 An Hour Exposure Fune #8 An Hour Exposure 2021 500 × 670
54 An Hour Exposure Fune #7 An Hour Exposure 2021 1041 × 1391
55 An Hour Exposure Matsuri #1 An Hour Exposure 2019 1041 × 1391
56 An Hour Exposure Matsuri #2 An Hour Exposure 2018 1050 × 1405
57 An Hour Exposure Matsuri #9 An Hour Exposure 2017 1041 × 1391
58 An Hour Exposure Matsuri #7 An Hour Exposure 2019 520 × 700
59 An Hour Exposure Matsuri #8 An Hour Exposure 2019 500 × 700
60 An Hour Exposure Matsuri #10 An Hour Exposure 2019 520 × 700
61 An Hour Exposure Matsuri #11 An Hour Exposure 2017 520 × 700
62 An Hour Exposure Matsuri #12 An Hour Exposure 2018 520 × 700
63 An Hour Exposure Matsuri #3 An Hour Exposure 2017 520 × 700
64 An Hour Exposure Matsuri #4 An Hour Exposure 2017 520 × 700
65 An Hour Exposure Matsuri #5 An Hour Exposure 2017 520 × 700
66 An Hour Exposure Matsuri #6 An Hour Exposure 2017 520 × 700

No タイトル｜title シリーズ｜series 制作年｜year of production サイズ｜dimensions

67 On the Plant #1 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
68 On the Plant #2 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
69 On the Plant #3 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
70 On the Niche #1 Magic Lantern 2019 1050 × 1405
71 On the Niche #2 Magic Lantern 2021 500 × 670
72 On the Niche #3 Magic Lantern 2019 500 × 670
73 On the Niche #4 Magic Lantern 2019 500 × 670
74 On the Niche #5 Magic Lantern 2021 500 × 670
75 On the Niche #6 Magic Lantern 2021 500 × 670
76 On the Niche #7 Magic Lantern 2021 500 × 670
77 On the Niche #8 Magic Lantern 2021 500 × 670
78 On the Niche #9 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
79 On the Niche #11 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
80 On the Niche #10 Magic Lantern 2021 500 × 670
81 On the Niche #12 Magic Lantern 2021 500 × 670
82 On the Sea #7 Magic Lantern 2021 520 × 700
83 On the Sea #8 Magic Lantern 2019 520 × 700
84 On the Sea #15 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
85 On the Sea #16 Magic Lantern 2021 1050 × 1400
86 On the Sea #12 Magic Lantern 2021 1050 × 1405
87 On the Sea #11 Magic Lantern 2019 520 × 700
88 On the Sea #13 Magic Lantern 2021 520 × 700
89 On the Sea #14 Magic Lantern 2021 500 × 670
90 On the Sea #17 Magic Lantern 2021 500 × 670
91 On the Sea #18 Magic Lantern 2021 500 × 670
92 On the Sea #19 Magic Lantern 2021 500 × 670
93 On the Sea #20 Magic Lantern 2020 500 × 670
94 On the Sea #1 Magic Lantern 2019 520 × 700
95 On the Sea #2 Magic Lantern 2020 520 × 700
96 On the Sea #3 Magic Lantern 2021 520 × 700
97 On the Sea #4 Magic Lantern 2021 520 × 700
98 On the Sea #5 Magic Lantern 2020 520 × 700
99 On the Sea #6 Magic Lantern 2021 520 × 700
100 On the Sea #9 Magic Lantern 2021 520 × 700
101 On the Sea #10 Magic Lantern 2021 520 × 700
102 On the Rocks #3 Magic Lantern 2021 500 × 670
103 On the Rocks #7 Magic Lantern 2022 500 × 670
104 On the Rocks #12 Magic Lantern 2022 500 × 670
105 On the Rocks #4 Magic Lantern 2021 500 × 670
106 On the Rocks #8 Magic Lantern 2022 500 × 670
107 On the Rocks #14 Magic Lantern 2022 500 × 670
108 On the Rocks #17 Magic Lantern 2022 500 × 670
109 On the Rocks #9 Magic Lantern 2021 500 × 670
110 On the Rocks #15 Magic Lantern 2021 500 × 670
111 On the Rocks #6 Magic Lantern 2021 1500 × 2000
112 On the Rocks #10 Magic Lantern 2021 1500 × 2000
113 On the Rocks #20 Magic Lantern 2022 1500 × 2000
114 On the Rocks #23 Magic Lantern 2022 1500 × 2000
115 On the Rocks #18 Magic Lantern 2022 500 × 670
116 On the Rocks #21 Magic Lantern 2022 500 × 670
117 On the Rocks #16 Magic Lantern 2022 500 × 670
118 On the Rocks #19 Magic Lantern 2022 500 × 670
119 On the Rocks #22 Magic Lantern 2022 500 × 670
120 On the Rocks #24 Magic Lantern 2022 500 × 700
121 On the Rocks #1 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
122 On the Rocks #13 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
123 On the Rocks #11 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
124 On the Rocks #2 Magic Lantern 2021 500 × 670
125 On the Rocks #5 Magic Lantern 2021 500 × 670
126 かがり火えんぶり　Bonfire Enburi 2018
127 「マジックランタンプロジェクト」撮影ドキュメント　 Magic Lantern Project Documentary 2021／2022
128 マジックランタン　Magic Lantern 2022
129 リヤカーメラ　ReaCarmera 2012／2021

出品リスト｜ List of Works
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Notes（1〜125）	 * The year of production is the year in which the photographs were shot.
  * The size(H x W) is in millimeters. 
  * The material and method used for all works are baryta paper and pigment print.
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No タイトル｜title シリーズ｜series 制作年｜year of production サイズ｜dimensions

1 Sakura on Sakura #19 Camera Lucida 2018 500 × 700
2 Sakura on Sakura #15 Camera Lucida 2018 500 × 700
3 Sakura on Sakura #18 Camera Lucida 2018 500 × 700
4 Sakura on Sakura #23 Camera Lucida 2019 1050 × 1470
5 Sakura on Sakura #11 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
6 Sakura on Sakura #17 Camera Lucida 2018 500 × 700
7 Sakura on Sakura #16 Camera Lucida 2018 500 × 700
8 Sakura on Sakura #21 Camera Lucida 2019 500 × 700
9 Sakura on Sakura #25 Camera Lucida 2019 500 × 700
10 Sakura on Sakura #22 Camera Lucida 2019 500 × 700
11 Sakura on Sakura #20 Camera Lucida 2019 1050 × 1470
12 Sakura on Sakura #9 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
13 Sakura on Sakura #26 Camera Lucida 2019 500 × 700
14 Sakura on Sakura #24 Camera Lucida 2019 500 × 700
15 Sakura on Sakura #5 Camera Lucida 2018 500 × 700
16 Sakura on Sakura #2 Camera Lucida 2018 500 × 700
17 Sakura on Sakura #3 Camera Lucida 2018 500 × 700
18 Sakura on Sakura #10 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
19 Sakura on Sakura #1 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
20 Sakura on Sakura #4 Camera Lucida 2018 500 × 700
21 Sakura on Sakura #7 Camera Lucida 2018 1050 × 1470
22 Sakura on Sakura #8 Camera Lucida 2018 500 × 700
23 Sakura on Sakura #6 Camera Lucida 2018 500 × 700
24 Sakura on Sakura #12 Camera Lucida 2018 500 × 700
25 Sakura on Sakura #13 Camera Lucida 2018 500 × 700
26 Sakura on Sakura #14 Camera Lucida 2018 500 × 700
27 An Hour Exposure Tanesashi #6 An Hour Exposure 2021 500 × 670
28 An Hour Exposure Tanesashi #7 An Hour Exposure 2021 500 × 670
29 An Hour Exposure Tanesashi #8 An Hour Exposure 2019 1050 × 1403
30 An Hour Exposure Tanesashi #9 An Hour Exposure 2019 500 × 670
31 An Hour Exposure Tanesashi #1 An Hour Exposure 2022 500 × 670
32 An Hour Exposure Tanesashi #2 An Hour Exposure 2022 500 × 670
33 An Hour Exposure Tanesashi #4 An Hour Exposure 2019 500 × 670
34 An Hour Exposure Tanesashi #3 An Hour Exposure 2019 500 × 670
35 An Hour Exposure Tanesashi #5 An Hour Exposure 2019 500 × 670
36 An Hour Exposure Tanesashi #10 An Hour Exposure 2022 500 × 670
37 An Hour Exposure Tanesashi #14 An Hour Exposure 2021 500 × 670
38 An Hour Exposure Tanesashi #11 An Hour Exposure 2022 500 × 670
39 An Hour Exposure Tanesashi #12 An Hour Exposure 2017 500 × 670
40 An Hour Exposure Tanesashi #13 An Hour Exposure 2021 500 × 670
41 An Hour Exposure Tanesashi #15 An Hour Exposure 2021 500 × 670
42 An Hour Exposure Tanesashi #16 An Hour Exposure 2018 1041 × 1391
43 An Hour Exposure Fune #1 An Hour Exposure 2021 1050 × 1403
44 An Hour Exposure Fune #2 An Hour Exposure 2021 500 × 670
45 An Hour Exposure Fune #3 An Hour Exposure 2021 500 × 670
46 An Hour Exposure Fune #4 An Hour Exposure 2017 500 × 670
47 An Hour Exposure Fune #10 An Hour Exposure 2021 1041 × 1391
48 An Hour Exposure Fune #9 An Hour Exposure 2021 500 × 670
49 An Hour Exposure Fune #11 An Hour Exposure 2021 500 × 670
50 An Hour Exposure Fune #12 An Hour Exposure 2021 500 × 670
51 An Hour Exposure Fune #5 An Hour Exposure 2017 500 × 670
52 An Hour Exposure Fune #6 An Hour Exposure 2017 500 × 670
53 An Hour Exposure Fune #8 An Hour Exposure 2021 500 × 670
54 An Hour Exposure Fune #7 An Hour Exposure 2021 1041 × 1391
55 An Hour Exposure Matsuri #1 An Hour Exposure 2019 1041 × 1391
56 An Hour Exposure Matsuri #2 An Hour Exposure 2018 1050 × 1405
57 An Hour Exposure Matsuri #9 An Hour Exposure 2017 1041 × 1391
58 An Hour Exposure Matsuri #7 An Hour Exposure 2019 520 × 700
59 An Hour Exposure Matsuri #8 An Hour Exposure 2019 500 × 700
60 An Hour Exposure Matsuri #10 An Hour Exposure 2019 520 × 700
61 An Hour Exposure Matsuri #11 An Hour Exposure 2017 520 × 700
62 An Hour Exposure Matsuri #12 An Hour Exposure 2018 520 × 700
63 An Hour Exposure Matsuri #3 An Hour Exposure 2017 520 × 700
64 An Hour Exposure Matsuri #4 An Hour Exposure 2017 520 × 700
65 An Hour Exposure Matsuri #5 An Hour Exposure 2017 520 × 700
66 An Hour Exposure Matsuri #6 An Hour Exposure 2017 520 × 700

No タイトル｜title シリーズ｜series 制作年｜year of production サイズ｜dimensions

67 On the Plant #1 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
68 On the Plant #2 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
69 On the Plant #3 Magic Lantern 2020 1041 × 1391
70 On the Niche #1 Magic Lantern 2019 1050 × 1405
71 On the Niche #2 Magic Lantern 2021 500 × 670
72 On the Niche #3 Magic Lantern 2019 500 × 670
73 On the Niche #4 Magic Lantern 2019 500 × 670
74 On the Niche #5 Magic Lantern 2021 500 × 670
75 On the Niche #6 Magic Lantern 2021 500 × 670
76 On the Niche #7 Magic Lantern 2021 500 × 670
77 On the Niche #8 Magic Lantern 2021 500 × 670
78 On the Niche #9 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
79 On the Niche #11 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
80 On the Niche #10 Magic Lantern 2021 500 × 670
81 On the Niche #12 Magic Lantern 2021 500 × 670
82 On the Sea #7 Magic Lantern 2021 520 × 700
83 On the Sea #8 Magic Lantern 2019 520 × 700
84 On the Sea #15 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
85 On the Sea #16 Magic Lantern 2021 1050 × 1400
86 On the Sea #12 Magic Lantern 2021 1050 × 1405
87 On the Sea #11 Magic Lantern 2019 520 × 700
88 On the Sea #13 Magic Lantern 2021 520 × 700
89 On the Sea #14 Magic Lantern 2021 500 × 670
90 On the Sea #17 Magic Lantern 2021 500 × 670
91 On the Sea #18 Magic Lantern 2021 500 × 670
92 On the Sea #19 Magic Lantern 2021 500 × 670
93 On the Sea #20 Magic Lantern 2020 500 × 670
94 On the Sea #1 Magic Lantern 2019 520 × 700
95 On the Sea #2 Magic Lantern 2020 520 × 700
96 On the Sea #3 Magic Lantern 2021 520 × 700
97 On the Sea #4 Magic Lantern 2021 520 × 700
98 On the Sea #5 Magic Lantern 2020 520 × 700
99 On the Sea #6 Magic Lantern 2021 520 × 700
100 On the Sea #9 Magic Lantern 2021 520 × 700
101 On the Sea #10 Magic Lantern 2021 520 × 700
102 On the Rocks #3 Magic Lantern 2021 500 × 670
103 On the Rocks #7 Magic Lantern 2022 500 × 670
104 On the Rocks #12 Magic Lantern 2022 500 × 670
105 On the Rocks #4 Magic Lantern 2021 500 × 670
106 On the Rocks #8 Magic Lantern 2022 500 × 670
107 On the Rocks #14 Magic Lantern 2022 500 × 670
108 On the Rocks #17 Magic Lantern 2022 500 × 670
109 On the Rocks #9 Magic Lantern 2021 500 × 670
110 On the Rocks #15 Magic Lantern 2021 500 × 670
111 On the Rocks #6 Magic Lantern 2021 1500 × 2000
112 On the Rocks #10 Magic Lantern 2021 1500 × 2000
113 On the Rocks #20 Magic Lantern 2022 1500 × 2000
114 On the Rocks #23 Magic Lantern 2022 1500 × 2000
115 On the Rocks #18 Magic Lantern 2022 500 × 670
116 On the Rocks #21 Magic Lantern 2022 500 × 670
117 On the Rocks #16 Magic Lantern 2022 500 × 670
118 On the Rocks #19 Magic Lantern 2022 500 × 670
119 On the Rocks #22 Magic Lantern 2022 500 × 670
120 On the Rocks #24 Magic Lantern 2022 500 × 700
121 On the Rocks #1 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
122 On the Rocks #13 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
123 On the Rocks #11 Magic Lantern 2021 1041 × 1391
124 On the Rocks #2 Magic Lantern 2021 500 × 670
125 On the Rocks #5 Magic Lantern 2021 500 × 670
126 かがり火えんぶり　Bonfire Enburi 2018
127 「マジックランタンプロジェクト」撮影ドキュメント　 Magic Lantern Project Documentary 2021／2022
128 マジックランタン　Magic Lantern 2022
129 リヤカーメラ　ReaCarmera 2012／2021

出品リスト｜ List of Works
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Notes（1〜125）	 * The year of production is the year in which the photographs were shot.
  * The size(H x W) is in millimeters. 
  * The material and method used for all works are baryta paper and pigment print.

ハンドアウト



1. 開催データ

会期｜2023年1月21日（土）～2023年2月20日
（月）

開催日数｜27日間
会場｜コレクションラボ
観覧料｜無料

入場者数｜2，239人

ポストカード｜ハガキ、2頁
ハンドアウト｜A4、2頁（作品リストおよび略歴）　

主催｜八戸市美術館

会場構成｜佐藤慎也、日本大学理工学部佐藤慎
也研究室
担当学芸員｜山田泰子

2. 事業内容

ふるさとの風景を愛で、その優美で繊細な美しさ
を表現し続けた七尾英鳳（1884～1962）。十和田
湖や八甲田山を描いた襖絵や屏風絵など、新収
蔵となった作品5点を初公開するとともに、すで
に収蔵していた作品から初期の山水図3点を加
え、英鳳が得意とした「花鳥風月」の世界を紹介
した。
　また、襖絵や屏風の作品が主だったことから、
座った姿勢で作品を鑑賞できるよう畳を用意し、
立った目線と、座った目線で感じる絵の見え方の
違いを体感してもらった。

コレクションラボ003　七尾英鳳－花鳥風月を愛でる－

3. 関連イベント

ギャラリートーク
開催日｜2023年1月28日（土）、2月11日（土）各回
14：00～
参加者数｜延べ20人
内容｜担当学芸員が七尾英鳳の襖や屏風に描か
れた風景作品について、岩絵具の特徴などを混
ぜながら解説をした。

ほろ酔い鑑賞「ほろ8」
開催日｜2023年2年17日（金）19:00～20:00
ゲスト｜八戸酒類株式会社代表取締役・九代目・
橋本八右衛門
参加料｜1,000円
参加者数｜7人
内容｜八戸の地酒を楽しんだ後、展示作品を鑑
賞。

4. 主なメディア掲載

新聞｜
・デーリー東北「新規収蔵品25点紹介」2022年

12月22日
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̶
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5. 出品作品・資料

6. 開催の様子 

展覧会風景
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1. 展覧会＋プロジェクト
̶
コレクションラボ003
七尾英鳳－花鳥風月を愛
でる－

作者名 作品・資料名 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

七尾英鳳 滝図 1909 紙本着色 99.4×63.0

七尾英鳳 山水図 1909 紙本着色 86.7×62.8

七尾英鳳 老樹図 1947 紙本着色 21.2×76.0

七尾英鳳 八戸種差海岸深久保白岩附近 1954 紙本着色 22.0×161.7

七尾英鳳 八甲田山中青椴松林高田大岳眺望 1955 紙本着色 二 曲 一 双 屏 風　
各隻166.5×161.4

七尾英鳳 十和田湖日暮崎之図 1957 紙本着色 四面襖
各面168.5×83.8

七尾英鳳 十和田湖中山崎春景図 1957 紙本着色 四面襖
各面168.5×83.8

七尾英鳳 奥入瀬渓流馬門岩附近清秋 1958 紙本着色 二曲一双屏風
各隻166.5×161.4

月報誌『野の花』第二巻第十一集
神無月の巻 1907

月報誌『野の花』第三巻　卯月の巻 1909

月報誌『野の花』第三十九巻
九月・十月の巻 不詳



7. ポストカード

ポストカード（表裏）

46

1. 展覧会＋プロジェクト
̶
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七尾英鳳－花鳥風月を愛
でる－



2. コレクション



収集

1. 八戸市美術館美術品等収集方針

1．八戸市を中心とした近隣地域ゆかりのもの
2．八戸地域における新たな魅力の創造や学びにつながるもの
3．八戸の美術を美術史全体の中で位置づけられるもの

2. 八戸市美術館美術品等収集委員会

概要
美術品などを適正かつ公正に収集するため、八戸市美術館美術品等収集委
員会規則に基づき、国内外の美術の動向や美術館運営のあり方、先進事例
等に精通した専門家で構成する「八戸市美術館美術品等収集委員会」を設
置し、収集候補作品に係る調査審議を実施。

委員
会長｜塩田純一（美術評論家、前新潟市美術館館長、元青森県立美術館美術統括
監）

副会長｜滝尻善英（青森県文化財保護協会副会長、八戸市文化財審議委員副委
員長）

委員｜池田亨（青森県立美術館美術統括監）
委員｜藤浩志（美術家、秋田公立美術大学教授、秋田市文化創造館館長）
委員｜吉田尊子（岩手県立美術館学芸普及課課長）

開催状況
開催日｜2023年2月24日（金）14:00～16:00
場所｜八戸市美術館ホワイトキューブ
内容｜収集候補美術品などに係る調査審議。
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3. 新規収蔵作品

作者名 作品・資料名 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

伊藤二子 無題 2001 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2002 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2003 アクリル・キャンバス 100.0×73.0

伊藤二子 無題 2004 アクリル・キャンバス 100.0×73.0

伊藤二子 無題 2005 アクリル・キャンバス 97.0×162.0

伊藤二子 無題 2007 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2009 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2009 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2009 アクリル・キャンバス 73.0×100.0

伊藤二子 無題 2010 アクリル・キャンバス 97.0×162.0

伊藤二子 無題 不詳  アクリル・キャンバス 97.0×162.0

伊藤二子 無題 不詳 アクリル・キャンバス 45.5×53.0

伊藤二子 無題 不詳 アクリル・キャンバス 53.0×45.5

伊藤二子 無題 不詳 アクリル・キャンバス 45.5×53.0

伊藤二子 無題 不詳 アクリル・キャンバス 45.5×53.0

伊藤二子 無題 不詳  アクリル・キャンバス  27.5×22.8

伊藤二子 もろともに 不詳 墨・紙 79.0×109.0

伊藤二子 世界 不詳 墨・紙 78.7×108. 9

七尾英鳳 八戸種差海岸深久保白岩附近 1954 紙本着色 22.0×161.7

七尾英鳳 八甲田山中青椴松林高田大岳眺望 1955 紙本着色 二曲一双屏風 
隻166.5×161.4

七尾英鳳 十和田湖日暮崎之図 1957 紙本着色 襖4面
各面177.0×89.8

七尾英鳳 十和田湖中山崎春景図 1957 紙本着色 襖4面
各面177.0×89.8

七尾英鳳 奥入瀬渓流馬門岩附近清秋 1958 紙本着色 二曲一双屏風
各隻166.5×161.4

〈二次資料〉

伊藤二子 ペインティングナイフ、アルバム、写真、ネガ、書簡、ハガキ、宇山博明書、書類挟みなど一式
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管理

1. 収蔵品修復

以下の資料の修復を行った。

作者名 作品名 制作年 素材・技法 サイズ（cm）

宇山博明 是川作品群301 1976 キャンバス・油彩 132.0×294.0

八戸市立湊中学校
養護学級生徒 虹の上をとぶ船 8点 1973 紙・木版 31.4×45.3

（委託先　有限会社修復研究所21）

2. 収蔵品撮影

デジタル撮影｜100点
フィルム撮影｜100点
（委託先：株式会社フォトセンター惣門）

3. 収蔵品貸出

該当なし

4. その他

毎月の昆虫調査および年3回の空気環境調査を
行った（委託先：イカリ消毒株式会社八戸営業所）。
また、作品の保存管理のため、中性紙で保存箱
（18点）を製作。

50

3. コレクション
̶
管理



3. アートファーマー



1. 事業内容

八戸市美術館の建物の魅力や特徴を、みんなで
一緒に学び、学んだことを他の誰かに自分の言
葉で伝える実践（ガイド）を通して、美術館と人を
つなぎ、新たなコミュニティを育むことを目的に実
施。2022年度は2期生を募集し、2021年度から
活動している1期生と一緒に講座と実践を通して
八戸市美術館の建物の魅力をより多くの人に伝
える取組を実施した。講座では設計者の話を直
接聞いて学ぶ場を設けたほか、弘前れんが倉庫
美術館へ視察研修を行い、弘前で活動しているガ
イド（れんが倉庫部部員）との相互交流を図った。

2. 開催データ

登録者数｜16人（1期生10人、2期生6人）

1. 建築ツアー実施
開催日｜毎月最終土曜日（1）10:30～（2）13:30
～

2. 建築ツアーガイド講座
第1回講座
開催日｜2022年10月29日（土）13:30～16:00
内容｜自己紹介、館長レクチャー、八戸市美術館
の概要説明、1期生による館内ガイドなど

第2回講座
開催日｜2022年11月3日（木・祝）15:30～17:30
内容│種さがしラボ002「美術館のアクセシビリ
ティ」聴講

第3回講座
開催日｜2022年11月12日（土）8:00～18:00
内容│弘前れんが倉庫美術館見学、ガイド交流会

第4回講座
開催日｜2022年12月4日（日）15:00～18:00
内容│第3回講座振り返り、設計者レクチャー、ガ
イドコース作成

3. 主なメディア掲載

新聞｜
・東奥日報「八戸市美術館ボランティア　れんが
倉庫へ　ガイド活動　思い共有」2022年11月
22日

建築ツアーガイド
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4. 開催の様子

建築ツアー

第3回講座

第4回講座第3回講座

建築ツアー

53

3. アートファーマー
̶
建築ツアーガイド



1. 事業内容

2023年春夏開催の展覧会「美しいHUG！」に先
がけ、陶芸家・美術家のきむらとしろうじんじんが
野点を開催。野点運営を手伝うプロジェクトスタッ
フ（アートファーマー）を募集し、一緒に運営した。
　じんじんの野点は、素焼きのお茶碗と陶芸窯・
お茶道具一式を積んだリヤカーで、街かどや山の
中、海辺など、その土地のさまざまな場所に出現。
参加者がその場で絵付けしたお茶碗を楽焼（らく
やき）という方法でその場で焼き上げ、自作のお
茶碗で「その土地の・その日の・その時の風景の
中で」お茶を楽しんでもらう、陶芸お抹茶屋台̶
移動式カフェ̶旅回りのお茶会。
　プロジェクトスタッフとともに開催場所をさがす
「おさんぽ会」を実施し、美術館前広場「マエニ
ワ」での開催を決定した。

2. 開催データ

主催｜八戸市美術館
アーティスト｜きむらとしろうじんじん
担当｜篠原英里、大澤苑美

1. 野点説明会・おさんぽ会
概要｜野点の運営を手伝うプロジェクトスタッフ
希望者向けに、野点説明会を開催。また、集まっ
たスタッフとともに野点開催地を探すためのおさ
んぽ会を開催。
開催日｜（1）2022年6月11日（土）　（2）12日（日）　
（3）7月16日（土）　（4）7月17日（日）　（5）18日
（月・祝）　各日10:00～17:00
会場｜ジャイアントルーム、八戸市内各所
参加料｜無料
参加者数｜（1）20人　（2）19人　（3）14人　（4）

15人　（5）11人
プロジェクトスタッフ募集チラシ｜A4
デザイン：類家舜

2. 野点体験説明会
概要｜プロジェクトスタッフ向けに道具や準備の
仕方を実際に確認する体験説明会を開催。

開催日｜2022年9月25日（日）終日
会場｜八戸市美術館前広場マエニワ
参加者数｜15人

3. 八戸野点2022 in 美術館マエニワ
概要｜プロジェクトスタッフとともに野点を開催。
チラシを見て来た人や偶然通りがかった人が参
加・見学し、チャーミングなじんじんの姿と野点が
路上にてくり広げられる風景を楽しんでいた。
開催日｜2022年10月1日（土）昼ごろから日暮れ
まで
会場｜八戸市美術館前広場マエニワ
参加料｜お茶碗絵付：2,000円、お抹茶：300
円
参加者数｜絵付：40人、見学：100人、プロジェ
クトスタッフ：15人
チラシ｜A4
デザイン：類家舜

きむらとしろうじんじん八戸野点2022
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3. 開催の様子

おさんぽ会

野点
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4. チラシ

プロジェクトスタッフ募集チラシ

チラシ
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4. 学校連携



1. 事業内容

八戸市美術館では、アートの学びを重視し、小学
校・中学校・高等学校などの教育機関との連携
強化を計画に掲げている。2020年度に設置した
「学校連携プロジェクトチーム」は、小中高の教員
と美術館学芸員、専門家で構成されており、児童
生徒の個々の価値観や美意識を醸成し、一人一
人がアートを通して自立する機会をつくるために、
互いにアイデアを出しながら協力し、活動してい
る。これまでの活動の中で、教員は、美術館との
連携授業やプロジェクトを考えたり、実際にそれ
を実践して観察し、今後の授業へ活かしたりして
いる。また、校種の異なる教員と協力、交流するこ
とで、多くのことを学び合っている。同時に、八戸
市美術館の学芸員も、教員から教育のあり方を
学び、美術館の事業に活かしている。2022年度
は、ひき続きプロジェクトを実施すると共に、より
多くの学校が美術館を活用できるようにプログラ
ムの検討を行った。

2. 開催データ

1. 学校連携プロジェクトチーム
活動日｜2022年9月29日（火）、12月27日（火）、
2023年3月28日（火）
参加者数｜小学校教諭：9人、中学校教諭：6
人、高等学校教諭：3人、専門家：三澤一実、学
芸員：2人
内容｜学校連携プロジェクトチームのメンバーが
集まり、今後の活動について話し合った。また、三
澤一実から全国の美術教育の事例を学び、対話
型鑑賞の研修を行うなど、授業に活かせる会議を
行った。

（1）小中校合同鑑賞会
活動日｜2022年8月10日（水）
参加校名｜八戸市立豊崎小学校、三沢市立三沢
小学校、八戸市立東中学校、青森県立八戸北高
等学校
参加者数｜児童生徒：11人、プロジェクトチームメ

ンバー：6人
内容｜当館で開催していた企画展「まるごと馬場
のぼる展」を活用し、学校連携プロジェクトチーム
の運営で、小中学生、高校生の校種合同の鑑賞
会を実施した。

（2）美術館新聞部プロジェクト
開催日｜2021年3月22日（月）から継続して活動
参加校名｜八戸市立江南小学校、八戸市立根城
中学校、青森県立八戸工業高等学校
参加者数｜11人
内容｜小中学生と高校生が、新聞をつくるプ
ロジェクト。アーティストや周辺店舗へのインタ
ビュー取材、イラストカットづくりなどを経て、
2023年3月末に第2号を刊行した。

（3）はみ出す力展vol. 4-図工・美術の授業展
2022への出展
会期｜2022年9月11日（日）～18日（日）
会場｜うらわ美術館
内容｜昨年に引き続き学校連携プロジェクトの活
動内容を紹介するパネルを作成し展示した。ま
た、オンライン鑑賞会の発表者として登壇依頼を
受け、発表を行った。

2. 令和4年度　第1回総合教育会議
開催日｜2022年11月30日（水）
展示期間｜2022年11月30日（水）～12月4日（日）
参加校名｜八戸市立旭ヶ丘小学校
参加者数｜50人
内容｜会議出席者は「思い出を美術館に…」とい
う題材で小学生が美術館に作品を展示する公開
授業を視察し、意見交換を行った。学芸員が事前
に出前授業を行い、作品制作や展示のアドバイス
をした。

学校連携プロジェクト
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4. 開催の様子

美術館新聞部プロジェクト

学校連携プロジェクトチーム 小中高合同鑑賞会

美術館新聞部プロジェクト令和4年度　第1回総合教育会議

3. 主なメディア掲載

新聞｜
・東奥日報「お気に入りの作品は？／市美術館
と小中高連携　4校の児童、生徒交流／「まる
ごと馬場のぼる展」合同鑑賞会」2022年8月17
日
・デーリー東北「八戸市総合教育会議／市美術
館の教育活用で意見交換」2022年11月30日

・東奥日報「美術館と学校どう連携／市総合教
育会議　旭ヶ丘小の授業見学」2022年12月2
日
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1. 事業内容

美術館の特徴である「アートの学び」の具現化に
向けて、美術館の事業の柱の1つである大学との
連携により大学ならではの資産を活用したアート
を通した人材育成に関する事業を行っている。
　八戸市美術館が開館1周年を迎えるにあたり、
ジャイアントルームや八戸学院まちなかラボを始
めとする様々な活動スペースの利活用や、大学活
動拠点と連携した事業の方向性を探り、人材育
成や地域の活性化、アクセシビィティの向上に繋
げる事業を展開した。

2. 開催データ

事業期間｜2022年8月4日（木）～2023年3月31
日（金）
委託先｜八戸学院地域連携研究センター

1. 三校連携創作体験ワークショップ
八戸学院大学・短期大学部、八戸工業大学、八
戸高専の特徴を活かした、アートを切り口とした
講座を開催し、日常生活や地域における気づき
や新たな発想を提供した。

実施事業
「11ぴきのねこマラソン大会」ジャイアントぬりえ
開催日｜2022年7月2日（土）～８月29日（月）
10:00～19:00
場所｜ジャイアントルーム
内容│「まるごと馬場のぼる展」の会期中に、「11
ぴきのねこマラソン大会」のジャイアントぬりえを
設置し、来館者が自由に楽しんだ。

「11ぴきのねことぶた」に出てくる、ぶたくんのいえ
をつくろう！
開催日｜2022年8月27日（日）10:30～12:00
講師｜佐貫巧（八戸学院大学短期大学部幼児保育学
科准教授）

場所｜ワークショップルーム
参加者数｜18人

きえちゃう写真を撮ろう～うごく世界ととまった世
界～
開催日｜2022年11月3日（木・祝）11:00～15:00
講師｜池田拓馬（八戸学院大学短期大学部幼児保
育学科准教授）

場所｜スタジオほか
参加者数｜40人

みんなで創る写真の音楽
開催日｜2022年11月5日（土）11:00～14:00
講師｜安田美央（八戸学院地域連携研究センター講
師）

場所｜スタジオ
参加者数｜14人

とばして　まわして　遊ぼう！　1Park（わんぱーく）
開催日｜2022年11月26日（土）10:00～15:00
講師｜差波直樹（八戸学院大学短期大学部幼児保
育学科教授）、差波ゼミ学生：13人
場所｜ジャイアントルーム
参加者数｜60人

SDGｓ×LEGO－わたしたちの未来－
開催日｜2023年1月7日（土）10:30～12:00
講師｜川守田景子（八戸学院地域連携研究センター
講師）

場所｜ワークショップルーム
参加者数｜19人

ハチビ×是川縄文ジャック
開催日｜2023年1月12日（日）10:30～12:00
講師｜馬渡龍（八戸工業高等専門学校准教授）
場所｜ジャイアントルーム
参加者数｜20人

科学工作！　光通信機をつくろう 
開催日｜2023年2月13日（日）11:00～15:00
講師｜川本清（八戸工業大学教授）
場所｜ジャイアントルーム
参加者数｜12人

大学資産を活用したアートの学び事業
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2. 学生×社会人のアートの学び実践講座事業
「ジャイアントルーム開拓団」
開催日｜2022年11月23日（祝・水）、2023年1月7
日（土）、2月18日（土）各回13:30～16:00
講師｜笹尾和宏（『PUBLIC　HACK　私的に自由に
まちを使う』著書）、山下裕子（ひと・ネットワーク　ク
リエイター）、堤静子（八戸学院地域連携研究センター　
センター長）

参加者数｜25人（うち八戸学院大学学生15人）

内容｜公共空間の私的で自由な使い方をみ
んなで考え、実践するワークショップを開催。
『PUBLIC HACK』の著者である笹尾和宏を講
師に招き、学生と社会人、公共施設を使う人と管
理する人が一緒に、どこまで自由に使えるかや
ルールづくりを考えながら、既成概念に捉われな
い使い方をジャイアントルームで実践。講座には
美術館スタッフも参加。

3. 美術館のアクセシビリティ向上事業
託児サービス
開催日｜第1回：2022年8月21日（日）　第2回：
8月28日（日）　第3回：10月30日（日）　第4回：
11月3日（木・祝）　第5回：13日（日）　第6回：12
月11日（日）　第7回：24日（土）　第8回：2023
年1月8日（日）　各回10:00～16:00
利用者数｜第1回：5人　第2回：7人　第3回：
0人　第4回：24人　第5回：0人　第6回：11
人　第7回：5人　第8回：8名
担当講師｜第1～2回、第4～8回：加藤康子　第
3回：堤静子
内容｜子育て世代が美術館に気軽に来館できる
機会と、学生の実践的な学びの機会を創出する
ため、「八戸学院まちなかラボ」を活用し、美術館
の展覧会の会期中に、保育士を目指している学
生が運営する託児スペースを開設した。

3. 開催の様子

「ジャイアントルーム開拓団」

みんなで創る写真の音楽

託児サービス

SDGs×LEGO－わたしたちの未来－
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5. イベント



1. 事業内容

ゴールデンウィーク期間に、まだ美術館に来たこ
とがない・美術館に興味がない方をメインター
ゲットに、ジャイアントルームや広場を中心に集客
イベントを開催し、来館動機を喚起する。子どもの
日にちなんだプログラムやゴールデンウィーク期
間中に開催される街中イベントなどと合わせ、Ｇ
Ｗ企画を実施することで中心街の賑わいを創出
し、街中の回遊性を高めるとともに、各イベントに
おいて各実施団体・個人と共催することで、新た
な共創パートナーの開拓を図った。

2. 開催データ

会期｜2022年4月29日（金・祝）～5月8日（日）
会場｜スタジオ、ジャイアントルーム
主催｜八戸市美術館

チラシ｜A4、2頁
デザイン：高橋麻衣 

1. ジャイアントルーム企画
アートボードゲームで遊ぼう！
開催日｜（1）2022年4月29日（金・祝）　（2）5月1
日（日）　各日10:00～12:00、13:00～15:00
遊べるゲーム｜ディクシット、ジャンクアート
参加者数│（1）32人　（2）52人
内容│アートがテーマのボードゲームで遊べる
ワークショップ。

モノガタル人たちのモノガタリ　～八戸市美術館
スタッフのコレクションから
開催日│2022年5月3日（火・祝）～8日（日）
内容│手作り人形、レトロゲーム、競馬グッズな
ど、美術館スタッフの"超"プライベートコレクション
を公開。コレクションを通してスタッフの人柄が垣
間見える展示。

マステでオリジナル八幡馬をつくろう！

開催日｜2022年5月4日（水・祝）10:00～12:00、
13:00～15:00
料金｜1個1,500円（同グループ2個目から1,000円）

協力｜株式会社八幡馬
参加者数｜30人
内容｜マスキングテープで自由にデザインし、自分
だけのオリジナル八幡馬をつくるワークショップを
開催。

みんなでお絵かき！　デジタルライブペインティン
グ
開催日│2022年5月5日（木・祝）10:00～12:00、
13:00～16:00
講師│加藤直礼、Ayako Shinohara
参加者数│61人
内容│ペインティングソフトとプロジェクターを使っ
てジャイアントルームに絵を描いて楽しむワーク
ショップ。

どこでもPark
開催日│2022年5月7日（土）10 :30～12 :00、
13:00～17:00（時間内ならいつでも）
参加料│500円
講師│三浦きよ美（Spiral Antenna）

参加者数│32人
内容│小さな公園（Park）のジオラマづくり。

ラクガキでつくる、ジャイアント迷路！
開催日│2022年5月8日（日）10:00～17:00
講師│東方悠平（八戸工業大学講師）
内容│ビニールの迷路にラクガキして、ジャイアン
トルームに巨大迷路をつくるワークショップ。

2. スタジオイベント
「鮫の神楽」映像上映
開催日│2022年4月29日（金・祝）～5月8日（日）
（5月1日、5月7日は除く）

協力│八戸市社会教育課
内容│「持続するモノガタリ展」で展示されている
「墓獅子舞」をはじめとする「鮫の神楽」の映像
を大画面で上映。

ゴールデン・ジャイアント・ウィーク（GGW）
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館長トーク「おもしろい建築の話」
開催日│2022年5月1日（日）13:30～14:30
出演│佐藤慎也（八戸市美術館館長）
参加者数│25人
内容│国内・海外の変わった建築物や面白い使
われ方をされている建物などを紹介。建物の魅力
を感じることができるトークイベント。

「打楽器集団el gesto」打楽器ライブ＆打楽器体
験
開催日│2022年5月7日（土）13:30～15:30
出演│打楽器集団el gesto（エルゲスト）
参加者数│32人

内容│市内を中心に活動する打楽器集団el gest
による打楽器ライブと、参加者が打楽器に親しめ
るワークショップ（体験）を開催。

（3）ツアー
建築ツアーガイド
開催日│2022年4月30日（土）（１）11:00～12:00　
（２）14:00～15:00
集合場所│ジャイアントルーム
内容│アートファーマーが八戸市美術館の建築の
魅力を独自の目線で紹介するツアーを開催。
参加料│無料（要展覧会チケット）
参加者数│（１）8人　（２）4人

3. 開催の様子

アートボードゲームで遊ぼう！

マステでオリジナル八幡馬をつくろう！

「打楽器集団el gesto」打楽器ライブ&打楽器体験

みんなでお絵描き！　デジタルライブペインティング

どこでもPark

モノガタル人たちのモノガタリ
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4. チラシ

チラシ（表裏）
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1. 事業内容

夏休み期間に、まだ美術館に来たことがない・美
術館に興味がない方をメインターゲットに、ジャイ
アントルームや広場を中心に集客イベントを開催
した。「まるごと馬場のぼる展」にちなんだプログ
ラムや街中イベントなどと合わせ、サマープログラ
ムを実施することで中心街の賑わいを創出し、街
中の回遊性を高めるとともに、各イベントにおい
て各実施団体・個人と共催することで、新たな共
創パートナーの開拓を図った。

2. 開催データ

会期｜2022年7月2日（土）～8月29日（月）
会場｜ジャイアントルームほか
主催｜八戸市美術館

チラシ｜A4、2頁
デザイン:佐々木亜希子（八戸市広報統計課シティプ
ロモーション推進室） 

「11ぴきのねこ」写真撮影会
（p.22 参照）

「11ぴきのねこマラソン大会」ジャイアントぬりえ
（p. 22参照）

アートボードゲームで遊ぼう！
開催日│2022年7月16日（土）、17日（日）10:00～
15:00
場所│ジャイアントルーム
内容│「ジャンクアート」、「11ぴきのねこすごろく」
のアートボードゲームを自由体験できるコーナー
を設置。

美術館バックヤードツアー
開催日│2022年7月16日（土）、17日（日）14:00～
14:30
集合│ジャイアントルーム
定員│各10人

内容│普段は見られない、美術館のバックヤード
を職員が案内。

「11ぴきのねこ」かるた大会
開催日│2022年7月31日（日）13:30～15:30
場所│スタジオ
定員│12チーム（2人1組）

内容│「11ぴきのねこ」のかるたを使ったかるた
大会を開催。

ねこdeまちなかかいぐいツアー
開催日│2022年8月7日（日）、11日（木・祝）10:30
～12:00
集合│ジャイアントルーム
定員│12チーム（2人1組）

内容│「11ぴきのねこ」にちなんで、ねこのコスプ
レやねこグッズを身に着けて参加してもらい、中
心街回遊企画に参加している中心街の店舗を巡
るツアーを開催。買ったものを美術館で飲食し、
楽しんだ。

夏休み工作室
開催日│2022年7月23日（土）～8月21日（日）
10:00～17:00
場所│ワークショップルーム
内容│宿題の絵を描いたり工作したり、自由に使
える場として、夏休み期間中にワークショップルー
ムを一般開放した。

ジャイアントサマー
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3. 開催の様子

アートボードゲームで遊ぼう！ ねこdeまちなかかいぐいツアー

夏休み工作室 「11ぴきのねこマラソン大会」ジャイアントぬりえ

4. チラシ

チラシ（表裏）
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1. 事業内容

開館1周年を記念して、館内の賑わいを創出する
とともに、市民・地域の自由な創造の場であるこ
とを発信することを目的とし、実施したもの。

2. 開催データ

開催日│2022年11月3日（木・祝）10:00～19:00
参加料│無料
主催│八戸市美術館

チラシ│A4、2頁
デザイン：類家舜

お祝いステージ
内容│法霊神楽、八戸東高校書道パフォーマンス
場所│ジャイアントルーム

キッチンカー出店
場所│ジャイアントルーム
出 店 者 │ ゴ ーゴ ーカレ ー、S T O K E D 
Doughnuts、たこ焼きやきやき裕次郎、茶居花、
Toshi'sDINER、Fruits kitchen RONRON、蜜芋
屋hana、yummy's、Rira Café

アートファーマープロジェクト
種さがしラボ02　館長座談会「美術館のアクセシ
ビリティ」
場所｜ジャイアントルーム
ゲスト│森司（アーツカウンシル東京）、和田夏実（イ
ンタープリター）

参加者数｜30人程度
内容│佐藤館長がゲストを迎え、これからの八戸
市美術館について考える座談会。

建築ツアーガイド
内容｜アートファーマーによる館内ガイドを午前・
午後各1回実施。

開館1周年！　美術館の誕生日

68

5. イベント
̶
開館１周年！
美術館の誕生日



3. 開催の様子

法霊神楽 八戸東高校書道パフォーマンス

館長座談会「美術館のアクセシビリティ」

4. チラシ

チラシ（表裏）
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1. 事業内容

冬休み期間に親子連れをメインターゲットにした
イベントとして、からくり作家の高橋みのるによる、
木のからくりおもちゃとプロジェクションマッピン
グが融合したゲームの展示・体験を行った。また、
東北新幹線八戸開業20周年記念事業に位置付
け、関連サイトなどでの告知を行うことで観光客
の集客を図り、美術館を起点とした中心街の賑
わい創出を図った。

2. 開催データ

開催日│2022年12月10日（土）～25日（日）
場所│ジャイアントルーム、スタジオ、ワークショッ
プルーム
料金│無料
主催｜八戸市美術館、あそらぼ実行委員会

チラシ｜A4、2頁
デザイン：新光印刷株式会社

講演会
「赤ちゃんから高齢者までの多世代交流を促すお
もちゃ美術館の挑戦」
開催日│2022年12月23日（金）14:00～15:00
講師│多田千尋（東京おもちゃ美術館館長）
参加者数│30人程度

ワークショップ
「ビー玉迷路を作ろうワークショップ」
開催日│2022年12月24日（土）10:00～12:00
講師│高橋みのる
参加料│600円
参加者数│12組

ワークショップ
「登り人形・ウェイクルンを作ろうワークショップ」
開催日│2022年12月25日（日）10:00～12:00
講師│マーティー松橋
参加料│500円

参加者数│10組

「ウルスラスイッチ」成果発表（ウルスラ学院中学校1
年生技術科授業）

開催日│2022年12月17日（土）10:30～11:00 
内容│展示の一部であるウルスラスイッチ（高橋
みのるが指導し、ウルスラ学院中学生が考案したからく
り装置）について、制作した生徒が発表を行った。

あそらぼ2022
～高橋みのるのゲームとからくりおもちゃ展
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3. 開催の様子

展覧会風景

講演会

「登り人形・ウェイクルンを作ろうワークショップ」

展覧会風景

「ウルスラスイッチ」成果発表
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4. チラシ

チラシ（表裏）
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1. 事業内容

帆風美術館と八戸市美術館が共催し、帆風美術
館が所蔵しているデジタル光筆画で原寸大に複
製された屏風「風神雷神図」（原品:東京国立博物
館）を、新春にあわせて展示。
　また、琴や尺八の演奏や、落語、ミニ屏風をつ
くるワークショップなどの関連イベントを合わせて
実施し、日本伝統文化に触れる機会を提供した。

2. 開催データ

会期│2023年1月2日（月）～23日（月）
会場│ジャイアントルーム
観覧料│無料
主催│帆風美術館、八戸市美術館

観覧者数│6,883人

3.関連イベント

新春　琴と尺八の調べ
開催日│（1）2023年1月2日（月）　（２）8日（日）
14:00～15:30
出演│松の実會鈴木操良慈、高橋巧山、土嶺慷
山
会場│ジャイアントルーム
参加者数│（1）70人　（2）90人
内容│日本伝統の音色に触れる。

こどもワークショップ「屏風を作ろう」
開催日│2023年1月21日（土）13:30～15:00
講師│佐貫巧（八戸学院大学短期大学准教授）、類
家清敏（類家表具内装店）
会場│ジャイアントルーム
参加料│1,000円
参加者数│15人
内容│見よう見まねでミニ屏風をつくる。

新春　落語と漫談の夕べ
開催日│2023年1月22日（日）14:00～15:30
出演│大地球（落語）、ケン・シラハタ（マジック）
会場│スタジオ
参加者数│55人
内容│大江戸の伝統話芸・落語とマジックのス
テージショー

帆風美術館×八戸市美術館共催「新春屏風展」
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6. その他事業



1. 事業内容

青森県立美術館、青森公立大学国際芸術セン
ター青森、弘前れんが倉庫美術館、十和田市現
代美術館、八戸市美術館の5つの美術施設によ
る連携の取組を推進するための組織として2020
年7月に「青森アートミュージアム5館連携協議会」
(事務局：青森県立美術館)が設立された。県民
および観光客の県内周遊を促進し、美術館への
入館者数の増加につなげるため、5館連携の基盤
を活用して、青森のアートの魅力を国内外への情
報発信及び周遊促進に係る事業を行っている。

2. 開催データ

1. 5館共通ウェブサイトを活用した館の基本情報、
展覧会スケジュールの情報発信
URL｜https://aomorigokan.com

2. 連携促進に係る協議・検討
2024年4月13日（土）～9月1日（日）に5館で共同
企画「AOMORI GOKAN アートフェス 2024」を
開催することを決定し、AOMORI GOKAN アート
フェス 2024 実行委員会が設立された。
　八戸市美術館ではこのアートフェスのメイン企
画として「エンジョイ！アートファーム‼」の開催を
検討。

3. 主なメディア掲載

雑誌｜
・フィガロジャポン
・ハーパーズバザー

５館連携プロジェクト　AOMORI GOKAN

75

6. その他事業
̶
5館連携プロジェクト
AOMORI GOKAN



1. 事業内容

フェリー航路で繋がる工業都市である青森県八
戸市と北海道苫小牧市は、平成30年より、交流
連携協定を締結し、さまざまな分野で交流を行っ
ている。文化分野において、八戸市美術館は、苫
小牧市美術博物館と連携を行っている。令和４年
度はネットワーク会議が八戸市で開催され、八戸
市美術館では、視察受入や会場提供を行った。
　また、翌年度に苫小牧市美術博物館で予定さ
れる展覧会において、当館所蔵の作品の貸出を
検討し、調査受入を行った。

2. 開催データ

はちとまネットワーク会議
開催日│2022年11月17日（木）、18日（金）
会場│八戸市内各所、八戸グランドホテル、八戸
市美術館ジャイアントルーム（分野別担当課長会議
会場）

内容│情報交換、次年度の事業に向けた打合せ
での開催。

作品調査の受入
実施日│2023年1月24日（火）

はちとまネットワーク
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7. 貸館



貸館

1. 特別貸館

2件

貸出期間 ｜2023年1月20日（金）～22日（日）
事業名｜ 第37回八戸工業大学第二高等学校美術

コース作品展
主催｜八戸工業大学第二高等学校
会場｜ホワイトキューブ

貸出期間 ｜2023年3月2日（木）～12日（日）
事業名｜第26回「NHKハート展」八戸展
主催｜ NHK青森放送局、八戸市、NHK構成文化

事業団、全国社会福祉協議会
会場｜ギャラリー2

2.貸館説明会

開催日｜2022年8月27日（土）、2023年3月25日
（土）10:30～

3. 貸館

54件
※会場名のGRはジャイアントルーム

貸出期間 ｜2022年4月8日（金）～10日（日）
事業名｜ 第31回大日本書芸院八戸地区連合書道

展
主催｜大日本書芸院八戸地区連合
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年4月14日（木）～17日（日）
事業名｜第17回田端義彦写真展「一期一会」 
主催｜田端義彦
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年5月4日（水・祝）～9日（月）　
事業名｜二人展「フォトレツ」×mamo
主催｜中村烈
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年6月3日（金）～5日（日）
事業名｜第1回八美の会絵画展
主催｜八美の会
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年6月10日（金）～12日（日）
事業名｜第16回三戸シャッタークラブ写真展 
主催｜三戸シャッタークラブ
会場｜GR展示エリア1・2

貸出期間 ｜2022年6月17日（金）～19日（日）
事業名｜第42回イーゼル会絵画展 
主催｜イーゼル会
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年6月24日（金）～27日（月）
事業名｜ 八戸製氷冷蔵株式会社100周年×八戸

工業大学50周年記念ポスター展
主催｜八戸工業大学
会場｜ギャラリー2

78

7. 貸館
̶
貸館



貸出期間 ｜2022年7月1日（金）～3日（日）
事業名｜ 米内安芸写真教室第19回写真展「step 

by step」 
主催｜米内安芸写真教室
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年7月8日（金）～10日（日）
事業名｜第39回青森二紀グループ展
主催｜青森二紀グループ
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年7月15日（金）～17日（日）
事業名｜東光会東北支部第4回展示会
主催｜東光会東北支部
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年7月22日（金）～24日（日）
事業名｜第19回樹の会
主催｜アトリエオガワ絵画教室・ピアノ教室
会場｜ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2

貸出期間 ｜2022年7月28日（木）～31日（日）
事業名｜ 第75回書道芸術院役員作品巡回展及

び北日本支局展
主催｜公益財団法人書道芸術院
会場｜ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2

貸出期間 ｜2022年8月3日（水）～29日（月）
事業名｜ 「いつもだれかが見ている」刊行記念

「見えるものとかたるもの」
主催｜八戸ブックセンター
会場｜GR

貸出期間 ｜2022年8月5日（金）～7日（日）
事業名｜ 表装を楽しむ短冊展
主催｜（株）八戸額装
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年8月7日（日）
事業名｜渡辺さとる八戸ワークショップの集い
主催｜渡辺さとる八戸ワークショップの集い
会場｜スタジオ

貸出期間 ｜2022年8月11日（木・祝）～13日（土）
事業名｜ 諏訪内渓山の書－還暦を迎えて－ 
主催｜諏訪内博彦
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年8月11日（木・祝）～14日（日）
事業名｜ペーパーフラワーアート展
主催｜久保田久美絵
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年8月13日（土）～14日（日）　
事業名｜サステナまつり2022
主催｜byeごみプロジェクト
会場｜GR展示エリア2

貸出期間 ｜2022年8月20日（土）～21日（日）
事業名｜日本習字作品展
主催｜日本習字香墨会
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年8月26日（金）～28日（日）
事業名｜季心書道展 
主催｜季心書道会
会場｜ギャラリー1・2、GR展示エリア1

貸出期間 ｜2022年9月2日（金）～4日（日）
事業名｜第50回北奥羽現展
主催｜現代美術家協会北奥羽支部
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年9月9日（金）～11日（日）
事業名｜ 第61回黒潮書道展
主催｜黒潮書道会
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年9月16日（金）～18日（日）
事業名｜ 漆畑幸男絵画展
主催｜漆畑幸男
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年9月21日（水）～26日（月）
事業名｜古川裕一展
主催｜古川裕一
会場｜ギャラリー1
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貸出期間 ｜2022年9月24日（土）～25日（日）
事業名｜ 2022ヒロシマの高校生が描く「原爆の

絵」パネル展 
主催｜新日本婦人の会八戸支部
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年10月8日（土）～9日（日）
事業名｜横丁オンリーユーシアター2022
主催｜酔っ払いに愛を実行委員会
会場｜GR

貸出期間 ｜2022年10月14日（金）～16日（日）
事業名｜ 佐々木脩水彩画展 
主催｜佐々木脩
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年10月15日（土）～17日（月）
事業名｜ グランフォート写真展
主催｜株式会社グランフォート
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年10月16日（日）
事業名｜ 未来創造作戦!?　XX年後へのタイムカ

プセル（ワークショップ）
主催｜八戸青年会議所
会場｜GR

貸出期間 ｜2022年10月22日（土）～23日（日）
事業名｜ 八戸工業大学まちなか学園祭／教育・

研究展示
主催｜八戸工業大学
会場｜ ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2、スタジ

オ、ワークショップルーム、マエニワ

貸出期間 ｜2022年10月23日（日）
事業名｜ハンドメイド展示販売会
主催｜CAPRiCE
会場｜GR展示エリア1・2

貸出期間 ｜2022年10月27日（木）～31日（月）
事業名｜ 未来創造作戦!?XX年後へのタイムカプセ

ル（展示） 
主催｜八戸青年会議所
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年10月28日（金）～30日（日）
事業名｜第63回チャーチル会八戸展 
主催｜チャーチル会
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2022年10月29日（土）～30日（日）　
事業名｜ 八戸市民劇場60周年記念例会ポス

ター・色紙展
主催｜八戸市民劇場
会場｜スタジオ

貸出期間 ｜2022年11月3日（木・祝）～6日（日）
事業名｜ 鳥海山に見守られてダム湖に沈む桃源

郷　百宅
主催｜佐藤義弘
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年11月5日（土）～6日（日）
事業名｜ ＡＩ人工知能アート展99作品－人工

知能が描いた美しい世界 
主催｜市川進也
会場｜GR展示エリア2

貸出期間 ｜2022年11月11日（金）～13日（日）
事業名｜グループひまわり絵画展 
主催｜グループひまわり
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2022年11月13日（日）
事業名｜ 三陸国際芸術祭　三陸芸能短期留学 

～鮫神楽を習う～ 
主催｜三陸国際芸術推進委員会
会場｜GR

貸出期間 ｜2022年11月19日（土）～20日（日）
事業名｜ 八戸市鷗盟大学第43回大学祭総合美

術展
主催｜八戸市鷗盟大学
会場｜ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2

貸出期間 ｜2022年11月24日（木）～27日（日）
事業名｜二科会写真部東北地区公募会
主催｜二科会写真部青森支部
会場｜ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2
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貸出期間 ｜2022年12月2日（金）～4日（日）
事業名｜ 縄文是川ボランティア作品展
主催｜縄文是川ボランティア
会場｜ギャラリー1

貸出期間 ｜2022年12月7日（水）
事業名｜ 松本一哉3rd album「無常」RELESE 

TOUR
主催｜松本一哉
会場｜GR展示エリア2

貸出期間 ｜2022年12月22日（木）
事業名｜ あおもり共創ビジネスプログラム・キック

オフセミナー
主催｜八戸学院大学
会場｜GR

貸出期間 ｜2022年12月25日（日）
事業名｜ インフィニート・コラルコ弦楽合奏団クリ

スマスコンサート
主催｜インフィニート・コラルコ弦楽合奏団
会場｜GR展示エリア2

貸出期間 ｜2023年1月21日（土）～22日（日）
事業名｜俊文書道会＋ＹＡＭ　Pop掛軸展
主催｜俊文書道会
会場｜ギャラリー2

貸出期間 ｜2023年1月28日（土）～2月5日（日）
事業名｜ 八戸国体メモリアルギャラリー
主催｜特別国体青森県実行委員会事務局
会場｜GR

貸出期間 ｜2023年2月4日（土）～26日（日）
事業名｜ 泉山元・堀井裕子二人展「縄文人を尋

ねて」
主催｜泉山 元・堀井裕子
会場｜ギャラリー1・2、スタジオ

貸出期間 ｜2023年2月15日（水）～20日（月）
事業名｜是川花六能面個展「心もよう」
主催｜いりおもて工房
会場｜GR展示エリア

貸出期間 ｜2023年2月18日（土）
事業名｜ フォーチュンシアター八戸 演劇ワーク

ショップ
主催｜フォーチュンシアター八戸
会場｜ワークショップルーム

貸出期間 ｜2023年2月24日（金）～26日（日）
事業名｜ 2022年度八戸工業大学感性デザイン

学部卒展
主催｜八戸工業大学
会場｜GR、マエニワ

貸出期間 ｜2023年3月4日（土）～5日（日）
事業名｜ アクトプロジェクトToyBox 八戸市美術館

公演
主催｜アクトプロジェクトToyBox
会場｜ギャラリー1・2

貸出期間 ｜2023年3月10日（金）～12日（日）
事業名｜ 第51回八戸臨泉会書展・第74回八戸臨

泉会学生書道展
主催｜八戸臨泉会
会場｜ ギャラリー1・2、GR展示エリア1・2、スタジ

オ

貸出期間 ｜2023年3月12日（日）
事業名｜ 八戸ブックセンターギャラリー展「絵本を

建てる」ワークショップ
主催｜八戸ブックセンター
会場｜GR

貸出期間 ｜2023年3月15日（水）
事業名｜ あおもり共創ビジネスプログラム成果報

告会
主催｜八戸学院大学
会場｜スタジオ

貸出期間 ｜2023年3月26日（日）
事業名｜ HACHINOHE　DIME　CUP
主催｜HACHINOHE　DIME
会場｜GR
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入館者の状況

1. 入館者数

月別入館者数
2022年 4月 3,632人

5月 6,289人

6月 10,535人

7月 14,553人

8月 21,197人

9月 6,739人

10月 15,836人

11月 10,599人

12月 8,026人

2023年 1月 8,679人

2月 6,867人

3月 7,031人

年度ごとの延べ入館者数

年度入館者数 開館後総延べ入館者数

2021年度 24,329人 24,329人

2022年度 119,983人 144,312人

2. 視察見学受入

視察見学受入合計
184件

種別と件数
行政・議会 40件
美術館・文化施設（準備室含む） 9件
学校 58件
その他 77件
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1. WEBサイト

https://hachinohe-art-museum.jp
年間アクセス　158,711回（2022年4月1日～2023年3月31日）

2. ソーシャルメディア

Twitter ｜@hachinohe_art_m
Instagram｜@hachinohe_art_museum
Facebook｜https://www.facebook.com/HachinoheArtMuseum
YouTube｜@8artmuseum

3. 広報掲載実績

新聞｜18件（うち新聞連載8件）

デーリー東北、東奥日報、サンケイスポーツ、河北新報

テレビ｜4件
青森朝日放送、八戸テレビ

ラジオ｜11件
RAB青森放送、BeFM、NHK仙台放送局

雑誌｜25件
月刊MOE、FIGARO JAPON、rakra、季刊 あおもりのき、BRUTUSほか

WEB｜14件
美術手帖、ELLE DÉCOR、サライ.jp、旅色FO-CALほか

その他｜4件

広報
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1. 八戸市美術館運営協議会

概要
八戸市美術館の運営や企画の検討にあたり、国内外の美術の動向や美術館
運営のあり方、先進事例などに精通した専門家及び、地元関係者の視点か
らご意見・ご助言をいただくため、運営協議会を設置・運営する。

委員
会長｜日比野克彦（東京藝術大学学長）
副会長｜坂本禎智（八戸工業大学学長）
委員｜池田亨（青森県立美術館美術統括監）
委員｜伊藤達矢（東京藝術大学社会連携センター特任教授）
委員｜漆畑幸男（八戸市に新美術館を熱望する市民の会代表）
委員｜熊倉純子（東京藝術大学教授）
委員｜志賀野桂一（東北文化学園大学特任教授）
委員｜堤静子（八戸学院地域連携研究センター事務室長）
委員｜馬渡龍（八戸工業高等専門学校准教授）
委員｜三澤一実（武蔵野美術大学教授）
委員｜安田眞理子（八戸市立三条中学校校長）
委員｜吉川由美（有限会社ダ・ハ  プランニング・ワーク代表取締役）

開催状況
第1回委員会
開催日｜2022年5月31日（火）

第2回委員会
開催日｜2023年3月29日（水）

八戸市美術館運営協議会
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運営（決算・組織）

1. 決算概要

決算内容 決算額（円） 比率

美術事業費 63,156,627円 26.0％
　　各種展覧会・体験講座等 46,215,991円

　　写真のまち八戸事業 16,940,636円

美術館整備事業費 13,986,405円 5.8％

運営経費 165,636,674円 68.2％

　　施設維持管理経費 114,423,367円

　　一般管理事務経費 43,382,760円

　　美術品管理経費 7,830,547円

合計 242,779,706円 100％

（職員人件費は含まない）

2. 組織 

館長｜佐藤慎也
副館長｜高森大輔
美術専門監｜山田泰子

総務経営グループ
副参事／グループリーダー｜水野茂樹
主査｜山内伶奈
主事｜竹高友里亜
技師｜多田洸貴
一般事務員｜小笠原夕子
一般事務員｜類家舜
一般事務員｜小林幸子
一般事務員｜金子幸子

企画運営グループ
副参事／グループリーダー｜松倉寛幸
主査兼学芸員｜大澤苑美
主事兼学芸員｜篠原英里 
主事兼学芸員｜齊藤未来
主事兼学芸員｜田村由衣
主事兼学芸員｜高橋麻衣
主事兼学芸員｜平井真里
テクニカル・コーディネーター｜神智

（2022年4月1日時点）
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令和3年3月26日条例第10号

趣旨
第1条　この条例は、美術品及び美術その他の芸術に関す
る資料（以下「美術品等」という。）の収集、保管及び展示並
びに美術その他の芸術に関する調査研究及び普及活動を
行うことにより、市民の文化及び芸術の振興に資するとと
もに、文化芸術活動を通じた様々な出会い、学び及び交
流の機会を提供し、もって新たな文化の創造と八戸市全体
の活性化を図るため、美術館を設置し、その管理について
必要な事項を定めるものとする。

美術館の名称及び位置
第2条　美術館の名称及び位置は、次のとおりとする。
（1）名称　八戸市美術館
（2）位置　八戸市大字番町10番地4

事業
第3条　八戸市美術館（以下「美術館」という。）は、次の事
業を行う。
（1）美術品等の収集、保管及び展示に関すること。
（2）美術品等の利用に関し必要な説明、助言及び指導に関す
ること。

（3）美術その他の芸術に関する調査及び研究に関すること。
（4）美術その他の芸術に関する講演会、講座等の開催に関す
ること。

（5）美術その他の芸術に関する情報の収集及び提供に関す
ること。

（6）美術その他の芸術に関する創作活動及び発表の場の提
供に関すること。

（7）美術その他の芸術を通じた教育及び学習に関すること。
（8）学校等教育機関及び他の美術館、博物館その他の文化
施設等との連携に関すること。

（9）文化芸術活動を通じたまちづくりの推進に関すること。
（10）文化芸術活動を通じた市民交流の推進に関すること。
（ 11）その他美術館の設置目的を達成するために必要な事業

観覧料
第4条　美術館の観覧料は、別表第1のとおりとする。
2　前項に規定する観覧料（以下「観覧料」という。）は、前納
しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると
認めるときは、この限りでない。

使用の許可及び条件
第5条　美術館の施設のうち有料で使用させるもの（以下
「有料施設」という。）を使用しようとする者は、市長の許可
を受けなければならない。
2　市長は、美術館の管理上必要があると認めるときは、
前項の許可に当たって、その使用について条件を付けるこ
とができる。

使用制限
第6条　市長は、有料施設の使用が次の各号のいずれか
に該当するときは、その使用を許可しない。
（1）風俗又は公益を害するおそれがあると認めるとき。
（2）建物又は附属物を損傷するおそれがあると認めるとき。
（3）美術館の管理に支障があると認めるとき。
（4）集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行うおそれ
がある組織の利益になると認めるとき。

（5）その他市長が不適当と認めるとき。

八戸市美術館条例

使用条件の変更等
第7条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、
有料施設の使用条件を変更し、又はその使用を停止し、若
しくは使用許可を取り消すことができる。
（1）この条例若しくはこれに基づく規則又は使用許可の条件
に違反したとき。

（2）偽りその他不正の行為により使用の許可を受けたとき。
（3）使用の許可後前条各号のいずれかに該当することが判
明し、又は該当することとなったとき。

（4）公益上やむを得ない理由が生じたとき。
2　前項の規定（第4号の場合は、災害等による緊急の必要があ
るときに限る。）により使用条件を変更し、又は使用を停止し、
若しくは使用の許可を取り消した場合において、当該変更、
停止又は取消しにより、第5条第1項の規定により有料施設
の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）に損害を及
ぼすことがあっても、市はその賠償の責めを負わない。

使用料
第8条　有料施設の使用料は、別表第2及び別表第3のと
おりとする。
2　前項に規定する使用料（以下「使用料」という。）は、前納
しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると
認めるときは、この限りでない。

観覧料等の還付
第9条　既納の観覧料及び使用料（以下「観覧料等」とい
う。）は、還付しない。ただし、災害その他不可抗力により
観覧し、又は使用することができなくなったとき、その他市
長が特別の理由があると認めるときは、その全部又は一
部を還付することができる。

観覧料等の減免
第10条　市長は、公益上必要があると認められるとき、そ
の他特別の理由があると認めるときは、観覧料等を減額
し、又は免除することができる。

目的外使用等の禁止
第11条　使用者は、有料施設又は附属設備を、その許可
を受けた目的以外の目的に使用し、又はその権利を他に
転貸し、若しくは譲渡してはならない。

特別設備の設置等の許可
第12条　使用者が有料施設の使用に当たって、特別の設
備を設置し、又は特殊物品の搬入をしようとするときは、あ
らかじめ市長の許可を受けなければならない。

使用者の原状回復義務
第13条　使用者は、その使用を終わったとき、又は第7条
第1項の規定により使用を停止されたとき、若しくは使用許
可を取り消されたときは、直ちにその使用場所を原状に回
復して返還しなければならない。ただし、同項第4号の場合
において、市長がその義務を免除したときは、この限りで
ない。
2　使用者が前項本文の規定による義務を履行しないと
きは、市長がこれを代行し、使用者からその費用を徴収す
る。

秩序保持
第14条　使用者及び入場者は、美術館の秩序保持及び施
設の良好な保全に努めなければならない。
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2　使用者及び入場者は、常に係員の指示に従わなけれ
ばならない。

入場の拒否等
第15条　市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対
しては、入場を拒否し、退場を命じ、又はその他の必要な
措置をとることができる。
（1）感染性疾患があると認められる者
（2）美術館の秩序又は公益を害するおそれがあると認められ
る者

（3）係員の指示に従わない者
（4）その他管理上入場を不適当と認める者

損害賠償
第16条　美術館の施設、設備、資料等を損傷し、又は滅失
した者は、市長の指示するところに従ってこれを原状に回
復し、又はその損害の賠償をしなければならない。

美術館運営協議会
第17条　美術館の円滑な運営を図るため、八戸市美術館
運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。
2　協議会は、美術館の運営に関し必要な事項について
協議し、市長に対して意見を述べるものとする。
3　前2項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営等
について必要な事項は、市長が定める。

美術館美術品等収集委員会
第18条　美術品等の適切な収集を図るため、八戸市美術
館美術品等収集委員会（以下「委員会」という。）を置く。
2　委員会は、美術品等の収集について調査審議し、市長
に対して意見を述べるものとする。
3　前2項に定めるもののほか、委員会の組織及び運営等
について必要な事項は、市長が定める。

委任
第19条　この条例の施行について必要な事項は、市長が
定める。

附則

施行期日
1　この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、附
則第5項の規定は公布の日から、第17条、第18条並びに
附則第3項及び第4項の規定は令和3年4月1日から施行す
る。（令和3年9月規則第86号で、同3年11月3日から施行）

八戸市美術館条例の廃止
2　八戸市美術館条例（平成23年八戸市条例第11号）は、廃
止する。

八戸市附属機関設置条例の一部改正
3　八戸市附属機関設置条例（平成25年八戸市条例第6号）
の一部を次のように改正する。
別表の1八戸市新美術館運営検討委員会の項を削る。

八戸市特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正
4　八戸市特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条
例（昭和31年八戸市条例第26号）の一部を次のように改正す
る。
別表第1及び別表第2中「新美術館運営検討委員会の委
員」を削り、「美術館運営協議会の委員」を「美術館運営
協議会の委員美術館美術品等収集委員会の委員」に改め

る。

準備行為
5　この条例を施行するために必要な準備行為は、この条
例の施行前においても行うことができる。

別表第1（第4条関係）
観覧料 全額
コレクションラボ展示 無料
企画展示及び
コレクション特別展示

1人につき2,000円を超えない範囲内
で市長がその都度定める額

備考
コレクションラボ展示とは美術館が収蔵する美術品等を活用して
日常的に行う展示を、企画展示及びコレクション特別展示とは
美術館が特別に行う展示をいう。

別表第2（第8条関係）
使用料
（1）展示室等

基本区分 複合区分

午前 午後 夜間 午前
午後

午後
夜間

午前
夜間

開館時
刻から
午後1時
まで

午後1時
から
午後5時
まで

午後5時
から
閉館時
刻まで

開館時
刻から
午後5時
まで

午後1時
から
閉館時
刻まで

開館時
刻から
閉館時
刻まで

ギャラリー1 1,280 1,710 850 2,990 2,560 3,850

ギャラリー2 2,600 3,470 1,730 6,070 5,200 7,810

ホワイト
キューブ 9,340 12,450 6,220 21,790 18,680 28,020

ブラック
キューブ 820 1,100 550 1,930 1,650 2,480

コレクション
ラボ 1,830 2,440 1,220 4,270 3,660 5,490

スタジオ 1,950 2,600 1,300 4,550 3,900 5,850

ワークショッ
プルーム 1,140 1,520 760 2,660 2,280 3,420

ジャイアント
ルーム
展示エリア1

680 910 450 1,600 1,370 2,060

ジャイアント
ルーム
展示エリア2

950 1,270 630 2,230 1,910 2,870

ジャイアント
ルーム
展示エリア3

1,100 1,460 730 2,560 2,200 3,300

会議室1 380 510 250 890 760 1,150

会議室2 310 420 210 740 630 950

会議室3 400 540 270 950 810 1,220

ジャイアント
ルーム
その他エリア

占用して使用する場合に限り、1平方メートルにつき
1時間当たり6円

ティールーム 占用して使用する場合に限り、1時間当たり6円

（2）広場
区分 広場
金額 占用して使用する場合に限り、1平方メートルにつき1時

間当たり6円

（3）設備、器具等
市長が定める額

備考
1　1,000円を超える入場料等（入場料、会費、入場整理費そ
の他名称のいかんにかかわらず、催物1回について入場者が支払
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う対価をいい、座席等により入場の対価の額が異なる場合は、そ
の最高額とする。）を徴収して施設を使用する場合又は物品
の販売を伴う場合の使用料は、規定使用料の額の100分
の200に相当する額とする。
2　美術館内で開催する予定の催物の準備、撤収等のみ
を行うために使用する場合の使用料の額は、規定使用料
の額（前項の規定に該当する場合は、同項の規定により算出し
た額）の100分の50に相当する額とする。
3　使用可能時間を超過し、又は繰り上げて使用する場合
の使用料の額は、当該超過し、又は繰り上げて使用する時
間1時間（当該使用時間に1時間未満の端数があるときは、これ
を1時間とする。）につき、それぞれの規定使用料（前2項の規
定に該当する場合は、それぞれの規定により算出した額）の1時
間当たりの額の100分の120に相当する額とする。
4　この表に基づいて算出した額に10円未満の端数があ
るときは、これを切り捨てる。

別表第3（第8条関係）
サテライト施設の使用料
区分 多目的室
金額 月額168,000円

備考
1　使用期間が1月に満たないときは、1月を30日とする日
割計算により計算する。
2　電気料は、別に実費を徴収することができる。
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令和3年9月17日規則第87号

趣旨
第1条　この規則は、八戸市美術館条例（令和3年八戸市条
例第10号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項
を定めるものとする。

開館時間
第2条　八戸市美術館（以下「美術館」という。）の開館時間
は、午前10時から午後7時までとする。
2　前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認
めるときは、同項に規定する開館時間を変更することがで
きる。

休館日
第3条　美術館の休館日は、次のとおりとする。ただし、市
長が特に必要があると認めるときは、これを変更し、又は
臨時に休館することができる。
（1）火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法
律第178号）に規定する休日（以下単に「休日」という。）
に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休
日でない日）

（2）12月29日から翌年1月1日まで
2　前項の規定は、同項の休館日に有料施設（条例第5条
第1項に規定する有料施設をいう。以下同じ。）の使用許可を受
けた者が当該使用許可に係る有料施設を使用することを
妨げない。

観覧料の納付
第4条　美術館の観覧料（以下「観覧料」という。）は、観覧
券の交付を受ける際に納付しなければならない。

使用期間
第5条　有料施設の使用期間は、サテライト施設を除き、
同一使用につき引き続き6日を超えることができない。た
だし、市長が必要があると認めるときは、この限りでない。
2　サテライト施設の使用期間は、1年以内とし、市長が必
要があると認めるときは、これを更新することができる。

使用者登録
第6条　次条第1項の規定による申請又は第9条第1項の規
定による仮予約を初めて行おうとする者は、あらかじめ、
八戸市美術館施設使用者登録申込書（別記第1号様式。次
項において「申込書」という。）を市長に提出しなければなら
ない。
2　市長は、前項の規定による申込みがあった場合は、そ
の記載事項を確認し、当該申込みをした者について次条
第1項の規定による申請又は第9条第1項の規定による仮
予約ができる者として登録（以下「使用者登録」という。）をす
るものとする。この場合において、市長は、当該申込みを
した者（団体にあっては、その代表者又は連絡担当者（代表者
に代わりこの規則に定める手続を行う者として選任されている者
をいう。））に対し、その者の氏名、住所、生年月日等が記載
された書類その他申込書の記載事項に誤りがないことを
確認するために必要な書類の提示を求めることができる。
3　市長は、使用者登録を受けた者が次の各号のいずれ
かに該当するときは、これを取り消すことができる。
（1）条例、この規則又は施設の使用、維持管理等に関する法
令に違反したとき。
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（2）偽りその他不正な手段により使用者登録を受けたとき。
（3）有料施設の使用料（以下「使用料」という。）の支払その他
の債務を履行しないとき。

（4）その他市長が使用者登録を不適当と認めるとき。
4　第2項の規定により使用者登録を受けた者は、登録内
容に変更が生じたときは、遅滞なく、市長に届け出なけれ
ばならない。
5　前各項に定めるもののほか、使用者登録に関し必要な
事項は、別に定める。

使用許可の申請手続等
第7条　条例第5条第1項の規定により有料施設の使用許
可を受けようとする者は、八戸市美術館施設使用許可申
請書（別記第2号様式）を、市長に提出しなければならない。
2　前項の申請書は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
各号に定める期間内に提出しなければならない。ただし、
市長が相当な理由があり、かつ、美術館の管理運営上支
障がないと認めるときは、この限りでない。
（1）第9条第1項の規定による仮予約をした場合の使用許可　
当該仮予約の決定を受けた日から施設を使用する日（施
設を使用する日が連続して複数ある場合は、その初日。以下「使
用日」という。）前10箇月に当たる日の属する月の末日まで

（2）有料施設（サテライト施設を除く。）の使用許可（前号に掲げ
るものを除く。）　使用日前10箇月に当たる日の属する月の
初日から使用日前7日に当たる日まで

（3）サテライト施設の使用許可　使用日前12箇月に当たる日
の属する月の初日から使用日前30日に当たる日まで

第8条　前条の規定にかかわらず、有料施設に売店を設
置しようとする者は、売店設置許可申請書（別記第3号様
式）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければなら
ない。
（1）営業種目、販売品目及び価格、営業時間その他営業に関
する計画を記載した書類

（2）その他市長が必要と認める書類

仮予約
第9条　有料施設（ギャラリー1及び2、スタジオ、ワークショップ
ルーム、ジャイアントルーム展示エリア1及び2、会議室1から3まで
並びに広場に限る。次項において同じ。）を使用しようとする者
は、次の各号に掲げる使用日の区分に応じ、当該各号に
定める期間に、仮の使用の予約（以下「仮予約」という。）を
行うことができる。
（1）使用日が1月から3月まで又は10月から12月までの間であ
る場合　使用日の属する年度の前年度の9月中

（2）使用日が4月から9月までの間である場合　使用日の属
する年度の前年度の4月中

2　前項の規定により、同一の有料施設を同一日の同一
時間に使用したい旨の仮予約が複数の者からあったとき
は、市長は、抽選により当該有料施設を使用する者を決定
するものとする。ただし、市長が特に必要があると認めると
きは、抽選以外の方法により決定することができる。

使用許可書の交付等
第10条　市長は、第7条第1項又は第8条の申請書を受理
した場合において、有料施設の使用を許可したときは、第
7条第1項の申請者には八戸市美術館施設使用許可書（別
記第4号様式）を、第8条の申請者には売店設置許可書（別
記第5号様式）を交付する。
2　前項の規定により有料施設の使用許可を受けた者（以
下「使用者」という。）は、有料施設の使用の際、同項の規定
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により交付を受けた八戸市美術館施設使用許可書又は売
店設置許可書（以下これらを「使用許可書」という。）を携帯
し、係員の要求があったときは、これを提示しなければな
らない。

事前打合せ
第11条　使用者は、有料施設の使用に際しては、原則とし
て事前に使用方法その他必要な事項について係員と打合
せをしなければならない。

使用時間の超過又は繰上げ
第12条　使用者は、やむを得ない理由により当該許可に
係る使用可能時間を超過し、又は繰り上げて有料施設を
使用する必要があるときは、あらかじめ市長の許可を受け
なければならない。この場合において、当該超過又は繰上
げは、超過又は繰上げのいずれか一方かつ1時間以内に
限るものとする。

使用の変更
第13条　使用者は、許可を受けた事項を変更しようとする
ときは、八戸市美術館施設使用変更申請（承認）書（別記
第6号様式）に使用許可書を添えて市長に提出しなければ
ならない。
2　前項の規定にかかわらず、サテライト施設の使用許可
を受けた者は、自己の都合により、許可を受けた使用期
間を短縮しようとするときは、短縮後の使用期間の末日前
3箇月までに八戸市美術館施設使用変更申請（承認）書に
使用許可書を添えて市長に提出しなければならない。
3　市長は、前2項の申請書を受理した場合において、使
用の変更を承認したときは、八戸市美術館施設使用変更
申請（承認）書を当該申請者に交付する。

使用の中止
第14条　使用者は、有料施設の使用を中止しようとすると
きは、八戸市美術館施設使用中止届（別記第7号様式）に使
用許可書（前条第3項の規定により交付された八戸市美術館施
設使用変更申請（承認）書を含む。第17条第2項及び第18条第3
項において同じ。）を添えて、市長に届け出なければならな
い。

設備、器具等の使用料等
第15条　条例別表第2の規定により市長が定める設備、器
具等の使用料は、別表のとおりとする。
2　使用する設備、器具等の設営及び撤去は、係員の指示
に従って使用者が行うものとする。

使用料の納付
第16条　使用料は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該
各号に定める時期に納付しなければならない。
（1）有料施設（サテライト施設を除く。）の使用料　第10条第1項
の規定により使用許可書の交付を受けるとき。ただし、設
備、器具等の使用料にあっては、当該使用終了時までに
納付することができるものとする。

（2）サテライト施設の使用料　翌月分の使用料及び前月分の
電気料を毎月末日まで

2　前項の規定にかかわらず、次に掲げる場合にあって
は、市長の定める期限までに使用料を納付することができ
るものとする。
（1）国又は地方公共団体が使用する場合
（2）その他市長がやむを得ない理由があると認める場合
観覧料等の還付
第17条　条例第9条ただし書の規定により還付する観覧

料及び使用料の額は、次のとおりとする。
（1）災害その他不可抗力により、観覧又は有料施設の使用が
できなくなったとき　既納の観覧料又は使用料の全額

（2）条例第7条第1項第4号の規定により有料施設の使用がで
きなくなったとき　既納の使用料の全額

（3）有料施設の使用日前90日までに使用中止の届出があっ
たとき　既納の使用料の3割の額

（4）その他市長が特に必要があると認めるとき　市長が定め
る額

2　観覧料又は使用料（以下「観覧料等」という。）の還付を
受けようとする者は、八戸市美術館観覧料等還付申請書
（別記第8号様式）に観覧券又は使用許可書及び観覧料等
の領収書を添えて市長に提出しなければならない。
3　市長は、前項の申請書を受理した場合において、観覧
料等の還付を決定したときは、八戸市美術館観覧料等還
付決定通知書（別記第9号様式）により当該申請者に通知す
る。

観覧料等の減免
第18条　条例第10条の規定により減額し、又は免除する
観覧料の額は、次のとおりとする。
（1）当市が主催する行事において観覧するとき　観覧料の全
額

（2）未就学児　観覧料の全額
（3）身体障害者手帳、愛護手帳、療育手帳若しくは精神障害
者保健福祉手帳又は戦傷病者手帳の交付を受けている
者（当該交付を受けている者に介護人がある場合にあっては、
介護人1人を含む。）が観覧するとき　観覧料の5割に相当
する額（当該相当する額に10円未満の端数があるときは、これ
を切り上げた額とする。）

（4）市内に住所を有する65歳以上の者が観覧するとき　観
覧料の5割に相当する額（当該相当する額に10円未満の端
数があるときは、これを切り上げた額とする。）

（5）当市が発行する八戸ウェルカムチケットの提出を受けたと
き　観覧料の全額

（6）その他市長が特に必要があると認めるとき　市長が定め
る額

2　条例第10条の規定により減額し、又は免除する使用料
の額は、次のとおりとする。
（1）市内の小学校、中学校又は特別支援学校が無料で行う
行事に有料施設を使用するとき　使用料の全額

（2）市内の高等学校又は大学が無料で行う行事に有料施設
を使用するとき　使用料の5割に相当する額（当該相当す
る額に10円未満の端数があるときは、これを切り上げた額とす
る。）

（3）その他市長が特に必要があると認めるとき　市長が定め
る額

3　観覧料等の減額又は免除を受けようとする者は、八戸
市美術館観覧料等減免申請書（別記第10号様式）に使用許
可書を添えて市長に提出しなければならない。ただし、第1
項第2号から第5号までの規定により減額又は免除を受け
ようとする者については、この限りでない。
4　市長は、前項の申請書を受理した場合において、観覧
料等の減額又は免除を決定したときは、八戸市美術館観
覧料等減免決定通知書（別記第11号様式）により当該申請
者に通知する。

行為の禁止
第19条　美術館においては、次に掲げる行為をしてはなら
ない。
（1）美術館の施設、設備等を損傷し、又は滅失すること。
（2）他人に危害を及ぼし、若しくは他人に迷惑となる行為を
し、又はこれらのおそれがある物品若しくは動物の類を
携帯すること。

（3）許可なくして美術館が収蔵する美術品等（条例第1条に規
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定する美術品等をいう。以下同じ。）の写真撮影又は拓本複
写等の行為をすること。

（4）許可なくして物品の販売、宣伝その他営利行為をするこ
と。

（5）許可なくして印刷物、ポスター等を配布し、又は掲示する
こと。

（6）美術館の施設及び敷地内において喫煙すること。
（7）所定の場所以外において火気を使用すること。
（8）その他美術館の管理に支障がある行為
2　前項第3号の許可を受けようとする者は、八戸市美術
館美術品等特別利用許可申請書（別記第12号様式）を市長
に提出しなければならない。
3　市長は、前項の申請書を受理した場合において、これ
を許可したときは、当該申請者に八戸市美術館美術品等
特別利用許可書（別記第13号様式）を交付する。

美術品等の寄託
第20条　美術館に美術品等の寄託をしようとする者は、
当該美術品等に八戸市美術館美術品等寄託申請書（別記
第14号様式）を添えて市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の申請書を受理した場合において、美術
品等の寄託を受けることを決定したときは、当該申請者に
八戸市美術館美術品等受託書（別記第15号様式）を交付す
る。

寄託美術品等の免責
第21条　市長は、寄託を受けた美術品等が災害その他の
不可抗力によって損害を受けた場合にあっても、その賠償
の責めを負わない。
（補則）
第22条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、
市長が定める。

附則

1　この規則は、条例の施行の日から施行する。
2　八戸市美術館条例施行規則（平成23年八戸市規則第27
号）は、廃止する。
3　第7条第2項第1号及び第9条第1項の規定にかかわら
ず、この規則の施行の日から令和5年3月31日までの間の
使用に係る同項に規定する仮予約及び当該仮予約をした
場合の使用許可に係る第7条第2項第1号に定める申請書
の提出期間については、市長が別に定める。
別表（第15条関係）

設備、器具等使用料

区分 設備等の名称 単位 金額（円）摘要

照明設備 追加スポットラ
イト 1個 140

ギャラリー1を使用す
る場合は15個まで、
ギャラリー2を使用す
る場合は30個まで無
料

展示設備 キャスター付き
展示パネル 1枚 140

ジャイアントルーム展
示エリア1又は2を使
用する場合は各2枚
まで、スタジオを使用
する場合は4枚まで
無料

映像設備

プロジェク
ター（備付） 1台 500 ブラックキューブ専

用
ポータブルプ
ロジェクター 1台 300

壁掛けスク
リーン 1台 200 スタジオ専用

テレビモニ
ター 1台 270

音響設備
拡声装置 1式 270

スタジオ又はジャイ
アントルーム専用。
有線マイク2本を含
む。

ワイヤレスマイ
ク

1チャ
ンネル 150

その他 電池 実費 電池代は含まない。

備考
1　この表に定める使用料の額は、当該設備、器具等を使
用する施設の使用許可に係る使用時間1時間当たり（追加
スポットライト及びキャスター付き展示パネルにあっては、使用1日
当たり）の額とする。
2　使用可能時間を超過し、又は繰り上げて使用する場合
の使用料の額は、当該超過し、又は繰上げて使用する時
間1時間（当該使用時間に1時間未満の端数があるときは、これ
を1時間とする。）につき、それぞれこの表に規定する使用料
の額の100分の120に相当する額とする。
3　この表に基づいて算出した額に10円未満の端数があ
るときは、これを切り捨てる。
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令和3年3月30日規則第41号

趣旨
第1条　この規則は、八戸市美術館条例（令和3年八戸市条
例第10号）第18条第3項の規定に基づき、八戸市美術館美
術品等収集委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運
営等について必要な事項を定めるものとする。

調査審議事項
第2条　委員会は、八戸市美術館（以下「美術館」という。）
が収集しようとする美術品及び美術その他の芸術に関す
る資料（以下「美術品等」という。）に関する次に掲げる事項
について調査審議する。
（1）美術品等の購入の適否及び価格の評価に関すること。
（2）美術品等の寄贈の受入れに関すること。
（3）その他収集に係る専門事項に関すること。

組織
第3条　委員会は、委員7人以内で組織する。
2　委員は、美術品等に関し専門的知識を有する者のうち
から、市長が委嘱する。
3　委員の任期は、2年以内とする。ただし、再任を妨げな
い。
4　委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前
任者の残任期間とする。

委員長及び副委員長
第4条　委員会に、委員長及び副委員長各1人を置く。
2　委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。
3　委員長は、会務を総理する。
4　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があると
き、又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。　

会議
第5条　委員会の会議は、委員長が招集し、その議長とな
る。ただし、新たに委員の委嘱が行われた後最初に招集
すべき委員会の委員長の職務は、市長が行う。
2　委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を
開くことができない。
3　委員は、調査審議の対象である美術品等に直接の利
害関係を有する場合は、その議事に加わることができな
い。
4　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可
否同数のときは、議長の決するところによる。
5　委員会の会議は、非公開とする。

資料の提出の要求等
に対し、資料の提出、意見の開陳、説明その他必要な協力
を求めることができる。

秘密の保持
第7条　委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならな
い。その職を退いた後も、同様とする。

庶務
第8条　委員会の庶務は、美術館において処理する。

委任
第9条　この規則に定めるもののほか、委員会の組織及
び運営等に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って

八戸市美術館美術品等収集委員会規則

定める。

附則

この規則は、令和3年4月1日から施行する。（別記第4号様
式）を、第8条の申請者には売店設置許可書（別記第5号様
式）を交付する。
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8. データ
̶
関係規約
八戸市美術館美術品等収
集委員会規則



1. 設計者

設計者
西澤徹夫建築事務所・タカバンスタジオ設計共同体（東京都中央区）

施工者
鴻池組・田名部組・東復建設特定建設工事共同企業体（建築）
ダイダン・サカモト・葵特定建設工事共同企業体（機械）
ユアテック・溝口電気特定建設工事共同企業体 （電気）

2. 概要

敷地概要
指定建ぺい率｜100％（6,731.16㎡）

指定容積率｜600％（40,386.96㎡）

防火地区｜防火地域
用途地域｜商業施設
接道｜幅員13.205m、接道174m

建築概要
設置場所｜八戸市大字番町10番地4
構造種別｜鉄骨造
仕上｜ 押出成形セメント板、ガルバリウム鋼板（外壁） 

超速硬化ウレタン塗膜防水（一部押えコンクリート仕上）（屋根）
敷地面積｜6,732.14㎡
建築面積｜3,080.21㎡
延床面積｜4,844.95㎡
階数｜地上3階建て
杭・基礎｜杭基礎
最高高さ｜19.23m
駐車場台数｜ 10台（公用車用2台、来客者用2台、障がい者用2台、荷捌用2台、大型車

用2台）

設計期間｜2018年3月～2019年1月
工事期間｜2019年4月～2020年12月

施設概要
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8. データ
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施設概要



館内マップ

館外マップ
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8. データ
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施設概要



96

8. データ
̶
沿革

沿革

年月 項目
1985年 3月30日 大蔵省東北財務局青森財務事務所から市長あて

「未利用国有地の買受け等勧奨について」の文書
が送付される。

6月7日 上記買受け勧奨を受けて、新築移転する八戸税務署
の跡地建物等の買受け要望のある旨回答（理由：八
戸市美術展示館（仮称）として活用したい）。

9月18日 国有財産「八戸税務署」売払要望書を提出。
12月 「買受け等予定地等一覧表」が青森財務所長から送

付され、買受けをする旨の確認書を提出。
1986年 2月25日 八戸市美術展示館（仮称）建設懇談会を設置。第1回

会合、以降全5回開催。委員 :月舘唯師、小山田孝、
田名部定吉、石橋正美（座長）、米内安芸。

3月24日 議会－八戸市美術展示館（仮称）用の建物として旧
八戸税務署の買入れを議決。

4月12日 国有財産売払契約を締結。
7月 工事請負業者各社と契約締結。
9月20日 議会－八戸市博物館条例の一部を改正する条例を

制定。名称「八戸市美術館」、博物館の分館とする。
10月29日 教育委員会－八戸市博物館条例施行規則の全部、

八戸市博物館織等規則を一部改正する規則を制定。
11月10日 八戸市美術館の工事終了。
11月21日 開館式。
11月22日 一般公開　開館記念特別展「日本現代美術秀作展

－文化庁収蔵作品による」開催。
2011年 4月1日 教育委員会より市長部局まちづくり文化観光部へ移

管。
2016年 4月1日 新美術館整備のため、新美術館建設推進室が設置。
2017年 8月8日 美術館解体のため、新美術館建設推進室事務所を

移転（八戸市八日町9）。同事務所内に「はちのへまち
なかアートラボCo部屋」を開設。

2019年 3月 「八戸市新美術館管理運営基本計画」策定。
4月 新美術館建物建設工事に着手。

2020年 3月 「八戸市新美術館　中期運営計画」策定。
12月 美術館本棟　竣工。

2021年 2月 新美術館建設推進室事務所を八戸市美術館内へ移
転（八戸市大字番町10-4）。

3月 広場工事着手（9月完了）。
8月8日 プレイベント「美術館のプロローグ」実施。一般公開。
11月3日 （新）八戸市美術館開館。開館記念「ギフト、ギフト、」

開催。
2022年 10月 2022年度グッドデザイン賞ベスト100に選出。
2023年 3月 第43回東北建築賞「作品賞」受賞。
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